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駿

河

土

産

 

 
 

 
 

 

権

現

様

於

駿

府

、

或

時

本

多

佐

渡

守

江

 

 
 

 
 

 

秀

忠

様

御

律

儀

ニ

付

 

上

意

之

事

 

一

 

権

現

様

、

或

時

本

田

佐

渡

守

江

 

 
 

上

意

ニ

ハ
 

秀

忠

は

余

り

律

儀

過

候

、
人

は

律

儀

な

る

と

言

 

 
 

計

に

て

ハ

な

ら

ぬ

も

の

也

、

と

の

仰
ニ

付

、

佐

渡

守

、

右 

 
 

上

意

之

趣

を

被

申

上
 

御

前

様

ニ

も

時

々

ハ

う

そ

を

も

 

 
 

仰

ら

れ

た

る

か

能

候

（
よ
く
）

と
 

被

申

上

候

得

ハ

 

秀

忠

様

御

笑

被

遊

 

 
 

内

府

様

の

御

空

言

を

は

、
買

手

か

あ

る

か

、
我

ら

は

何

も

仕

 

 
 

た

る

こ

と

な

け

れ

は

、

う

そ

を

つ

き

て

も

か

ひ

手

の

な

き

 

 
 

に

こ

ま

る

そ

 

と

被

 
仰

候

と

な

り
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権

現

様

、

江

戸

御

新

城

よ

り

駿

府

城

江

 

 
 

 
 

 

御

引

移

之

節

、

御

譲

金

之

事

 

一

 
権

現

様

、

江

戸

御

新

城

よ

り

駿

府

江

 

御

移

被

遊

候

節

 

 
 

御

本

丸

之

御

老

中

方

を

被

為

 

召

 

 
 

秀

忠

様

江

被
 

仰

遣

候

ハ

、
今

度

駿

府

江

被

遊

 

御

移

候

付

 

 
 

只

今

迄

之

御

貯

金

十

五

万

枚

御

譲

り

被

進

候

、

此

金

子

計

 

 
 

に

て

ハ

不

足

に

候

間

、
此

以

後

猶

又

御

金

を

被

相

添

、
其

金

 

 
 

子

之

儀

ハ

御

私

用

に

御

遣

ひ

不

被

成

、

天

下

之

金

と

被

 

 
 

思

召

、

常

式

之

御

遣

ひ

方

之

儀

と

、

御

物

成

に

て

御

仕

廻

 

 
 

可

被

遊

候

、
天

下

を

御

取

被

成

候

上
ニ

ハ

、
御

貯

金

銀

不

足
ニ

て

も

 

 
 

不

苦

と

御

心

得

あ

ら

れ

候

ハ

よ

ろ

し

か

ら

す

候

、
随

分

と

無
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用

無

益

な

る

も

の

入

候

義

を

御

い

と

ひ

被

成

、
金

銀

を

ハ

御

貯

 

 
 

可

被

成

候

、
其

金

銀

の

御

入

用

に

三

ツ

の

品

あ

り

、
第

一

ニ

ハ

 

 
 

御

軍

用

の

た

め

、

第

二

に

は

、

以

前

京

・

鎌

倉

な

と

に

て

 

 
 

も

有

之

た

る

義

な

り

、

此

以

後

、

江

戸

中

之

商

家

一

軒

も

 

 
 

不

残

こ

と

く

成

火

事

な

と

も

有

ま

し

き

に

ハ

あ

ら

す

 

 
 

さ

や

う

の

節

、

尤

 

御

居

城

之

儀

者

不

及

申

 

 
 

御

城

下

之

貴

賎

万

民

と

も

に

、
居

所

迷

惑

不

致

こ

と

く

 

 
 

の

被

成

方

も

な

く

て

ハ

叶

ふ

へ

か

ら

す

、
第

三

に

ハ

、
日

本

 

 
 

国

中

之

儀

は

、

所

々

に

国

主

・

郡

主

を

云

付

差

置

儀

な

 

 
 

れ

は

、

大

体

の

凶

年

な

と

の

儀

ハ

、

其

所

の

守

護

た

る

者

 

 
 

の

力

を

以

て

、
飢

こ

ゝ

へ

さ

る

や

う

に

、
致

か

た

も

有

へ

き

な

れ
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と

も

、
天

地

の

変

と

い

ふ

も

の

は

、
は

か

り

か

た

き

儀

な

れ

者

 

 
 

打

続

た

る

凶

年

な

と

も

な

く

て

叶

ハ

す

、
左

様

の

時

節

に

 

 
 

望

ミ

、
領

分

の

民

百

姓

と

も

を

領

主

の

力

を

以

て

扶

助

 

 
 

い

た

し

た

き

旨

、

訴

へ

出

る

に

お

ゐ

て

ハ

、

其

守

護

〳
〵
に

力

 

 
 

を

そ

へ

遣

し

、
私

領

の

民

百

姓

を

助

け

す

く

ハ

す

る

も

 

 
 

是

天

下

を

取

も

の

ゝ

役

也

、
扨

又

蔵

入

の

知

行

高

 

 
 

余

計

有

之

候

へ

ハ

と

て

、

む

さ

と

人

を

取

立

、

新

知

等

 

 
 

を

あ

た

へ

候

と

有

ハ

、

不
レ

可
レ

然

義

な

り

、

子

細

は

 

 
 

将

軍

に

ハ

年

若

き

儀

な

れ

は

、
段

々

男

子

出

生

之

儀

も

 

 
 

あ

る

へ

し

、
我

々

の

末

子

と

も

に

あ

た

へ

置

た

る

知

行

高

 

 
 

の

員

数

も

有

儀

な

れ

ハ

、

い

か

に

末

子

な

れ

は

と

て
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将

軍

の

子

共

に

（
供
）

、
五

万

石

や

七

万

石

の

知

行

を

と

ら

せ

て

ハ

 

 
 

差

置

か

た

き

義

な

る

を

以

て

、
蔵

入

の

知

行

高

を

へ

ら

 

 
 

さ

ぬ

や

う

に

い

た

さ

れ

可
レ

然

と

ハ

い

ふ

な

り

、
是

等

之

趣

、
其

 

 
 

方

と

も

も

能

々

相

心

得

 

将

軍

へ

も

申

達

し

候

へ

、

と

の

 

 
 

仰

に

て

有

之

候

と

也

 

 
 

権

現

様

、

駿

河

へ

被

遊

 

御

引

移

候

て

ハ

、

猶

更

御

費

か

（
つ
い
え
）

 

 
 

ま

し

き

義

と

て

ハ

一

円

不

被

遊

、
万

事

御

手

軽

之

儀

 

 
 

と

も

に

、
被

成

御

座

（

ご

ざ

な

さ

れ

）

候

を

以

て

御

隠

居

被

遊

、
御

他

界

被

成

候

ま

て

 

 
 

の

内

、

百

万

両

に

お

よ

ひ

、

御

貯

金

出

来

候

よ

し

、

其

内

を

 

 
 

尾

張

殿

・

紀

伊

殿

へ

三

十

万

両

ツ

ヽ

、

水

戸

殿

へ

十

万

両

 

 
 

御

遺

金

と

し

て

被

遣

、

残

て

三

十

万

両

有

之

を

、

江

戸

 



駿河土産 7 

 
 

御

金

蔵

へ

入

置

可

申

哉

と

、

御

伺

ひ

有

之

候

処

、

其

侭

駿

 

 
 

府

に

差

置

候

様

ニ

と

被

 

仰

付

候

処

、 

大

納

言

忠

長

公

、
駿

 

 
 

河

御

拝

領

之

節

、

右

之

御

金

之

儀

も

、

定

て

城

付

ニ

と

可

 

 
 

被

 
仰

出

哉

と

諸

人

積

り

之

外

、

其

被

仰

渡

も

無

御

座

候

 

 
 

ゆ

へ

、 
公

儀

之

御

金

御

預

り

、
御

迷

惑

の

よ

し

駿

河

殿

よ

り

 

 
 

被

仰

遣

候

ニ

付

、

同

国

久

能

 

御

宮

地

の

内

に

、

御

金

蔵

 

 
 

出

来

、

右

之

御

金

を

引

移

に

て

候

を

、

世

上

に

て

久

能

 

 
 

の

御

金

と

申

て

、
大

分

の

や

う

に

申

触

候

得

と

も

、
唯

三

十

 

 
 

万

両

な

ら

て

ハ

無

御

座

候

と

な

り

、

其

後

、

尾

張

殿

江

戸

 

 
 

上

屋

敷

、

自

火

に

て

焼

失

に

付

、

普

請

料

之

由

、

十

万

両

 

 
 

紀

伊

殿

和

歌

山

城

普

請

之

節

、

十

万

両

、

水

戸

殿

江
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三

万

両

、
右

之

通

り

拝

借

被

 

仰

付

候

を

、
少

々

ツ

ヽ

も

御

返

 

 
 

済

あ

ら

れ

可

然

旨

、
御

勘

定

頭

衆

よ

り

被

申

越

候

処

、
尾

張

殿

 

 
 

御

返

答

被

成

候

ハ

、
我

等

へ

御

借

し

（
貸
）

被

成

た

る

御

金

之

儀

者

 

 
 

元

来
 

権

現

様

御

隠

居

料

之

内

を

以

、

御

貯

置

被

遊

 

 
 

御

他

界

之

節

、

御

遺

物

と

し

て

我

々

兄

弟

三

人

江

御

 

 
 

譲

金

残

り

之

儀

な

れ

ハ

、
我

等

と

も

拝

借

い

た

し

候

う

ち

の

 

 
 

儀

、

返

納

す

る
ニ

ハ

及

ま

し

き

、

と

の

御

事
ニ

付

、

紀

伊

殿

・

水

戸

 

 
 

殿

御

借

金

之

儀

ハ

御

沙

汰

な

し

に

罷

成

候

と

な

り

、

其

節

 

 
 

ハ

外

々

の

大

名

衆

へ

も

拝

借

金

被

 

仰

付

候

へ

と

も

、
い

つ

れ

 

 
 

と

も

に

、

御

定

之

通

、

急

度

（
き
っ
と
）

返

上

あ

ら

れ

候

処

、

伊

達

政

宗

 

 
 

の

御

借

金

、

返

上

滞

り

有

之

を

以

、

御

勘

定

方

よ

り

催

促
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有

之

候

処

、

陸

奥

守

忠

宗

返

答

被

申

候

者

、

我

等

代

に

 

 
 

拝

借

と

申

儀

不

仕

候

、

亡

父

政

宗

代

に

拝

借

被

 

 
 

仰

付

候

と

ハ

承

及

ひ

候

へ

と

も

、

何

様

の

 

思

召

を

以

て

 

 
 

拝

借

被
 

仰

付

候

哉

、

其

段

に

お

ゐ

て

ハ

不

存

候

、

親

代

 

 
 

に

御

借

被

成

た

る

御

金

之

儀
ニ

候

ハ

ヽ

、

親

存

生

之

内

、

返

上

可

 

 
 

被

 

仰

付

義

ニ

候

処

ニ

、

其

通

り

ニ

被

成

置

、

私

へ

返

上

致

し

 

 
 

候

や

う

ニ

と

の

義

ハ

迷

惑

仕

候

、

と

有

被

申

様

ニ

付

、

埒

明

不

 

 
 

申

、

御

譜

代

大

名

之

内

、

松

平

越

中

守

方

ニ

も

、

拝

借

金

 

 
 

相

滞

有

之

ニ

付

、

是

又

御

勘

定

頭

よ

り

、

返

上

あ

ら

れ

 

 
 

可

然

旨

、

申

遺

候

処

、

越

中

守

承

り

、

先

年

拝

借

被

 

 
 

仰

付

候

節

、

我

等

方

よ

り

差

上

候

証

文

可

有

之

間

、

見
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申

度

と

の

義

ニ

付

、
組

頭

衆

両

人

に

持

た

せ

被

越

候

処

に

 

 
 

越

中

守

、

其

手

形

を

被

見

、

我

等

覚

へ

居

申

旨

と

相

違

 

 
 

無

之

候

、
各

に

も

被

見

可

被

致

候

、
御

借

被

（
貸
）

下

難

有

奉

存

候

 

 
 

金

子

之

事

と

有

之

候

、
尤

拝

借

被

 

仰

付

候

こ

と

ハ

、
被

仰

渡

 

 
 

候

へ

と

も

、
我

等

心

に

は

、
拝

領

被

 

仰

付

た

る

と

の

心

得

を

以

 

 
 

如

斯

の

文

言

ニ

書

上

候

、
然

者

返

上

可

仕

や

う

ハ

無

之

と

 

 
 

存

候

と

の

被

申

様

に

て

、

是

も

埒

明

不

申

を

以

て

、

兎

角

 

 
 

向

後

之

儀

ハ

、

諸

大

名

方

へ

の

拝

借

金

、

被

 

仰

付

間

敷

 

 
 

と

の

訳

に

被

 
仰

出

候

と

也

 

 
 

 
 

右

拝

借

金

之

儀

ニ

付

、

其

頃

板

倉

周

防

守

、

京

都

 

 
 

 
 

よ

り

江

戸

表

へ

参

向

之

節

、

縁

者

た

る

に

よ

り
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太

田

備

中

守

方

へ

振

舞

ニ

被

参

候

節

、

相

伴

ニ

 

 
 

 
 

被

相

越

候

客

衆

之

中

よ

り

、

右

大

名

衆

へ

之

拝

借

金

 

 
 

 
 

相

止

候

儀

を

物

語

あ

ら

れ

候

得

ハ

、

周

坊

守

被

申

候

ハ

 

 
 

 
 

只

今

ま

て

諸

大

名

衆

へ

 

公

儀

之

被

遊

御

借

候

（
貸
）

儀

も

 

 
 

 
 

権

現

様

御

隠

居

被

遊

候

節

、

 

台

徳

院

様

へ

被

 

 
 

 
 

仰

進

た

る

事

と

も

の

中

之

一

ヶ

条

に

て

、
是

 

 
 

 
 

も

畢

竟

ハ

、

天

下

御

長

久

の

御

仕

置

の

一

ツ

ニ

而

候

 

 
 

 
 

公

儀

ニ

ハ

、
御

手

廻

し

を

被

遊

と

申

儀

と

て

も

無

之

 

 
 

 
 

ニ

付

、

沢

山

御

蔵

に

あ

そ

ひ

て

居

候

御

金

を

、

利

足

 

 
 

 
 

な

と

申

儀

も

な

く

、

返

上

之

儀

も

ゆ

る

か

せ

に

被

 

 
 

 
 

仰

付

、

御

借

し

被

遊

と

有

る

ハ

、
諸

大

名

衆

の

為

ニ

ハ
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大

き

な

る

勝

手

に

も

成

申

こ

と

に

て

候

、

今

時

 

 
 

 
 

京

・

大

阪

に

て

、

町

人

共

か

た

よ

り

大

名

か

た

の

、

大

金

 

 
 

 
 

を

借

用

被

致

と

有

ハ

、

利

金

を

被

出

候

と

申

計

ニ

て

 

 
 

 
 

も

無

之

、

外

ニ

矢

脚

（
マ
マ
）

な

と

の

懸

り

候

と

有

儀

を

ハ

 

 
 

 
 

我

等

兼

て

聞

及

ひ

居

申

事

ニ

候

、

然

上

ハ

拝

借

金

 

 
 

 
 

等

之

儀

、
被

 

仰

出

た

る

趣

を

以

、
急

度

返

上

不

被

致

し

 

 
 

 
 

て

ハ

不

叶

処

に

、

不

律

儀

な

る

義

を

被

致

よ

り

 

 
 

 
 

起

り

、

向

後

御

借

金

、

御

停

止

と

有

之

御

新

法

を

も

 

 
 

 
 

不

被

 

仰

出

し

て

ハ

不

叶

次

第

ニ

ハ

罷

成

候

、

わ

さ

ハ

 

 
 

 
 

ひ

ハ

下

か

ら

と

申

ハ

、
か

や

う

の

義

ニ

て

候

、
畢

竟

御

勘

 

 
 

 
 

定

頭

中

の

手

ぬ

る

き

被

致

か

た

の

や

う

に

、

我

等
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ハ

存

候

事

ニ

候

、

御

諸

代

大

名

衆

之

儀

ハ

申

ニ

不

及

 

 
 

 
 

た

と

へ

ハ

、

大

身

な

る

外

様

大

名

た

り

と

も

 

 
 

 
 

権

現

様

之

被

 

仰

置

た

る

御

仕

置

筋

之

邪

魔

ニ

 

 
 

 
 

成

可

申

か

と

有

衆

中

之

儀

を

ハ

、
急

度

被

申

立

 

 
 

 
 

す

し

て

ハ

、

不

叶

事

ニ

候

と

の

、

被

申

様

ニ

候

と

也

 

 
 

 

権

現

様

、
御

一

生

足

事

（
た
る
こ
と
）

を

知

て

足

る

も

の

ハ

常

に

 

 
 

 

足

と

い

ふ

古

語

を

御

用

ひ

被

遊

候

事

 

 
 

権

現

様

、
御

隠

居

被

遊

候

節

 

将

軍

様

よ

り

本

多

 

 
 

佐

渡

守

を

以

て

御

伺

ひ

被

遊

候

儀

有

之

、
御

用

相

済

候

 

 
 

以

後

、

佐

渡

守

江

被

 

仰

聞

候

ハ

 

我

等

な

と

若

き

時

分

 

 
 

世

上

事

い

そ

か

し

き

頃

ゆ

へ

、

学

問

な

と

に

打

か

ゝ

り

て
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居

る

事

も

な

ら

さ

る

ニ

付

、

一

生

文

盲

に

て

年

を

よ

ら

せ

 

 
 

た

る

な

り

、

乍

去

（
さ
り
な
が
ら
）

老

子

の

言

葉

に

て

、

足

る

事

を

知

る

も

 

 
 

の

ハ

常

に

足

る

と

云

古

語

と

、

あ

た

（

仇

）

を

ハ

恩

を

以

報

す

る

 

 
 

と

い

ふ

世

話

と

、

此

二

句

を

ハ

、

年

若

き

時

分

よ

り

常

に

 

 
 

わ

す

れ

す

し

て

受

用

せ

し

也

、

将

軍

ニ

ハ

我

ら

と

は

 

 
 

違

ひ

、
学

問

な

と

も

在

之

儀

な

れ

ハ

、
さ

ま

〳
〵
足

事

も
（
衍
ヵ
） 

 
 

を

も

知

て

居

ら

る

へ

き

間

、

此

語

を

用

ひ

ら

れ

よ

と

云

 

 
 

事

に

て

ハ

な

き

そ

、

是

ハ

其

方

へ

云

聞

す

る

義

也

、

と

の

 

 
 

上

意

に

ハ

候

へ

と

も

、

其

段

と

も

に

佐

渡

守

申

上

候

へ

ハ

 

 
 

将

軍

様

被

遊

 

御

聞

、

御

硯
 

と

上

意

に

て

、

御

取

よ

せ

 

 
 

被

遊

 

御

自

筆

ニ

て

、

右

之

二

句

を

御

書

被

遊

、

御

床

の

内
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に

御

張

付

さ

せ

被

遊

、
其

後

金

地

院

（

こ

む

ち

い

ん

）

に

清

書

被

 

仰

付

、
右

 

 
 

御

自

筆

之

儀

ハ

*

内

田

平

左

衛

門

所

持

之

由

 

 
 

大

猷

院

様

御

代

 

御

聴

に

達

し

、

子

息

信

濃

守

江

被

 

 
 

仰

付

、
 

御

城

江

御

取

寄

被

遊

 

御

床
ニ

懸

さ

せ

ら

れ

、

御

上

下

 

 
 

を

被

為

 

召

 

御

拝

見

被

遊

候

と

也

 

 
 

 
 

 

権

現

様

、

嶮

岨

成

場

所

ハ

御

歩

行

被

遊

候

事

 

一

 

権

現

様

、
御

年

よ

ら

せ

ら

れ

候

て

ハ

猶

更

之

事

、
御

年

若

に

 

 
 

御

座

被

遊

候

節

よ

り

、
少

し

に

て

も

御

馬

あ

り

き

兼

可

申

処

 

 
 

に

て

ハ

、
御

馬

よ

り

下

り

さ

せ

ら

れ

、
御

歩

行

被

遊

候

と

な

り

 

 
 

或

時

、

御

近

習

衆

江

被

 
仰

聞

候

ハ

、

我

等

の

道

悪

し

き

 

 
 

所

に

て

馬

よ

り

下

る

ハ

、

大

坪

流

に

極

意

の

一

伝

也
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惣

し

て

少

し

も

あ

や

う

き

と

思

ふ

所

は

、

馬

に

ハ

乗

ぬ

 

 
 

も

の

也

、

扨

又

、

其

身

大

身

に

て

、

乗

か

へ

の

馬

を

も

牽

か

せ

 

 
 

へ

き

ハ

格

別

、

只

一

疋

馬

を

乗

あ

り

く

小

身

侍

な

と

 

 
 

ハ

、
随

分

と

馬

の

足

を

か

は

ひ

た

る

が

よ

き

な

り

、
心

な

く

 

 
 

馬

の

足

を

乗

損

し

、

爰

ハ

馬

に

乗

す

し

て

不

叶

 

 
 

と

有

所

に

の

そ

ミ

、

乗

る

事

も

な

ら

ぬ

や

う

に

在

之

ハ

 

 
 

散

々

の

事

也

、

能

心

（
よ
く
）

得

候

へ

、

と

被

 

仰

候

と

也

 

 
 

 
 

 

権

現

様

、
加

藤

清

正

江

三

ヶ

条

之

異

見

を

本

多

 

 
 

 
 

 

佐

渡

守

江

被
 

仰

含

之

事

 

一

 

権

現

様

に

は

、

加

藤

清

正

と

本

多

佐

渡

守

と

、

挨

拶

 

 
 

よ

き

と

有

る

儀

を

、

御

聞

及

ひ

被

遊

、

其

方

存

寄

た

る
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こ

と

く

に

て

、
清

正

へ

異

見

を

加

へ

見

候

へ

、
と

被

 

仰

付

た

る

 

 
 

義

有

之

、

或

時

佐

渡

守

、

清

正

宅

江

被

相

越

、

談

話

之

節

 

 
 

被

申

出

候

ハ

、

我

等

儀

、

其

元

（
そ
こ
も
と
）

と

ハ

心

易

得

御

意

候

ニ

付

 

 
 

い

つ

そ

折

を

以

て

、

可

申

入

と

存

罷

在

た

る

義

有

之

旨

 

 
 

被

申

候

得

ハ

、

清

正

き

か

れ

け

る

ハ

、

何

寄

過

分

之

事

ニ

候

 

 
 

た

と

へ

何

様

の

義

な

り

と

も

、

少

茂

御

心

置

な

く

御

申

 

 
 

聞

給

ハ

リ

候

様

ニ

と

在

之

ニ

付

、

佐

渡

守

被

申

出

候

ハ

、

其

元

 

 
 

申

入

度

と

存

寄

た

る

義

、

三

か

条

有

之

、

一

ッ

に

ハ

、

只

今

 

 
 

ハ

以

前

と

替

り

、

中

国

・

西

国

筋

之

諸

大

名

方

、

大

阪

江

 

 
 

着

岸

あ

ら

れ

候

へ

ハ

、

其

の

ま

ゝ

直

ニ

駿

河

・

江

戸

表

江

 

 
 

被

罷

越

候

処

、

其

元

ニ

ハ

大

阪

表

に

逗

留

あ

ら

れ

、

以

前

の
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こ

と

く

秀

頼

卿

の

機

嫌

を

被

伺

、

其

後

な

ら

て

ハ

駿

府

 

 
 

江

戸

表

江

被

越

候

、

二

ッ

ニ

ハ

、

当

時

世

上

も

物

静

に

候

へ

ハ

 

 
 

諸

大

名

方

、

何

も

（
い
づ
れ
）

参

勤

之

節

、

召

供

せ

ら

れ

候

家

来

之

 

 
 

員

数

を

も

減

少

被

致

候

所

に

、

其

元

ニ

ハ

只

今

迚

も

以

前

 

 
 

に

相

替

ら

す

、

多

人

数

ニ

て

御

登

り

候

を

以

、

殊

之

外

目

立

 

 
 

相

見

候

よ

し

、

次

今

時

諸

大

名

方

の

中

に

、

其

元

の

こ

と

く

 

 
 

顔

に

ひ

け

を

多

く

お

か

れ

た

る

ハ

無

之

候

、

同

し

く

ハ

御

 

 
 

そ

り

落

し

あ

ら

れ

候

様

ニ

い

た

し

度

候

、

殿

中

惣

出

仕

 

 
 

御

列

座

之

節

な

ど

ハ

、

別

而

目

立

て

相

見

へ

候

と

な

り

、

清

正

 

 
 

返

答

被

申

候

ハ

、

只

今

其

元

之

御

申

聞

候

事

共

之

儀

ハ

、

兼

而

 

 
 

我

等

も

心

附

罷

在

た

る

事

と

も

ニ

候

、

定

而

人

々

の

取

沙
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汰

い

た

セ

し

を

も

聞

に

及

ひ

、

日

頃

者

心

易

得
二

御

意
一

候

付

 

 
 

御

内

意

御

申

聞

候

事

、

過

分

不

浅

存

る

事

ニ

候

、

乍

去

右

 

 
 

三

ヶ

条

と

も

に

、

其

通

り

に

可

致

と

ハ

難

申

候

、

其

子

細

者

 

 
 

其

元

に

も

御

存

之

通

り

、

我

等

儀

、

太

閤

の

時

代

に

ハ

 

 
 

肥

後

国

半

国

を

領

地

い

た

し

候

処

、

去

ル

慶

長

五

年

よ

り

 

 
 

当

御

代

と

成

り

て

ハ

、

小

西

か

領

知

の

跡

を

も

手

前

へ

 

 
 

拝

領

被

 

仰

付

、

肥

後

の

国

主

と

罷

成

候

と

有

ハ

 

 
 

御

当

家

の

御

厚

恩

と

申

も

の

に

て

候

、

乍

去

い

か

に

大

身

 

 
 

に

成

候

へ

ハ

と

て

、

以

前

よ

り

大

阪

着

岸

之

節

ニ

ハ

、

秀

頼

 

 
 

の

機

嫌

を

伺

ひ

候

格

式

を

相

止

、

大

阪

を

直

通

り

に

 

 
 

致

せ

し

と

有

ハ

、

武

士

の

本

意

に

あ

ら

す

、

次

に

参

勤

の
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節

、

家

来

を

多

く

召

連

候

事

を

相

止

、

人

少

ニ

て

罷

上

り

 

 
 

候

ハ

、

我

々

の

勝

手

と

云

、

家

中

の

者

共

の

為

と

申

 

 
 

旁

以

左

様

（
か
た
が
た
も
っ
て
）

ニ

致

度

事

ニ

候

得

と

も

、

惣

而

西

国

大

名

と

も

 

 
 

之

儀

ハ

、

何

そ

御

用

等

も

在

之

節

ハ

、

可

被

 

召

呼

候

 

 
 

其

内

ハ

国

元

に

休

息

仕

罷

在

候

様

ニ

と

の

、

被

 

 
 

仰

出

も

在

之

上

之

儀

ハ

、

格

別

ケ

様

に

参

勤

交

代

を

 

 
 

被

 

仰

付

と

の

義

に

有

之

候

へ

ハ

、

万

一

之

御

用

等

 

 
 

を

も

可

被

 

仰

付

と

の

義

に

有

之

候

へ

ハ

、

其

元

に

も

 

 
 

御

存

之

通

、

我

等

知

行

所

肥

後

国

ハ

海

上

遥

に

相

 

 
 

隔

候

を

以

、

国

元

の

人

数

ハ

急

用

の

間

に

ハ

逢

兼

候

故

 

 
 

少

し

成

と

も

手

元

に

在

合

た

る

人

数

を

以

、

相

応

之

御
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奉

公

を

も

、

可

申

上

と

の

心

懸

候

へ

ハ

、

供

に

召

連

候

人

数

を

 

 
 

へ

ら

し

候

儀

ハ

不

罷

成

候

、

扨

又

、

我

等

つ

ら
（
面
）

に

生

候

（
は
え
）

む

た

 

 
 

髭

を

剃

落

し

候

ハ

ヽ

、

さ

つ

は

り

と

い

た

し

、

気

味

能

 

 
 

可

有

之

と

ハ

、

手

前

に

も

朝

夕

不

存

ニ

て

も

無

之

候

 

 
 

得

と

も

、

若

き

時

分

、

此

ひ

け

つ

ら

に

頬

当

を

い

た

し

 

 
 

甲

の

緒

を

し

め

候

時

の

心

よ

き

ハ

、

只

今

以

わ

す

れ

が

 

 
 

た

く

在

之

ニ

付

、

い

か

に

治

り

た

る

御

代

な

り

と

も

、

是

 

 
 

又

剃

払

候

や

う

に

ハ

い

た

し

か

た

く

候

、

其

元

思

召

寄

て

 

 
 

御

申

聞

候

儀

を

一

色

も

用

ひ

不

申

候

段

、

如

何

と

は

 

 
 

存

候

得

と

も

、

御

聞

分

あ

（
き
き
わ
け
）

ら

れ

給

り

度

、

と

の

返

答

ニ

付

 

 
 

佐

渡

守

、

あ

き

れ

果

、

其

段

被

申

上

候

へ

ハ
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権

現

様

、

被

遊

 

御

聴

、

清

正

と

い

ふ

も

の

が

、

と

迄

の

 

 
 

上

意

に

て

、

御

笑

ひ

被

遊

候

と

な

り

 

 
 

 
 

 

駿

府

に

て

弓

の

師

匠

吉

田

出

雲

孫

弟

子

三

人

 

 
 

 
 

 

御

三

家

へ

被

遣

候

事

 

一

 

権

現

様

、

駿

府

に

被

遊

御

座

（

ご

ざ

あ

そ

ば

さ

れ

）

候

節

、

以

前

佐

々

木

家

に

 

 
 

お

ゐ

て

、

家

老

分

に

て

知

行

八

千

石

取

候

、

吉

田

出

雲

 

 
 

と

申

者

、

弓

之

弟

子

石

戸

藤

佐

衛

門

と

申

し

た

る

も

の

、

年

寄

 

 
 

て

竹

林

と

名

を

改

、

三

井

寺

へ

引

籠

居

申

候

段

 

 
 

御

聴

に

達

し

、

則

被

 

召

出

、

駿

河

に

お

ゐ

て

若

き

 

 
 

御

旗

本

衆

へ

弓

之

指

南

仕

候

様

被

 

仰

付

、

竹

林

流

 

 
 

と

申

て

、

諸

人

取

は

や

し

、

御

旗

本

衆

之

内

に

、

弓

の

上
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手

余

多

（
あ
ま
た
）

出

来

候

中

ニ

も

、

佐

竹

源

太

夫

・

内

藤

儀

左

衛

門

 

 
 

と

申

両

人

、

射

芸

勝

れ

候

付

、

尾

張

殿

江

師

匠

之

竹

林

 

 
 

を

被

遣

、

紀

州

江

佐

竹

源

太

夫

、

水

戸

へ

内

藤

義

左

（
マ
マ
）

衛

門

 

 
 

被

遣

候

、

則

江

戸

表

江

被

 

仰

遣

候

ハ

、

右

三

人

之

者

共

 

 
 

射

芸

に

達

し

候

を

以

、

御

三

人

方

へ

御

附

被

成

候

、

天

下

 

 
 

を

も

し

ろ

し

め

さ

れ

候

御

方

の

御

膝

元

へ

ハ

、

天

下

の

 

 
 

名

人

寄

集

も

の

に

候

ゆ

へ

不

被

進

、

と

の

 

上

意

に

有

 

 
 

之

候

と

な

り

 

 
 

 
 

 

駿

府

に

て

或

時

、

蜂

須

賀

蓬

庵

、

大

野

修

理

か

 

 
 

 
 

 

噂

申

上

候

処

、

甚

御

機

嫌

損

ら

れ

候

事

 

一

 

権

現

様

、

駿

府

に

被

遊

御

座

候

節

、

蜂

須

賀

蓬

庵

登
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城

被

致

、

去

ル

頃

秀

頼

卿

の

機

嫌

伺

ひ

と

し

て

、

大

阪

城

中

へ

 

 
 

罷

越

候

処

、

大

野

修

理

、

私

へ

申

候

ハ

、

其

元

ニ

ハ

故

太

閤

の

 

 
 

厚

恩

に

お

ゐ

て

ハ

定

て

今

以

忘

却

被

仕

間

敷

候

間

 

 
 

此

以

後

何

や

う

の

義

に

よ

ら

す

、
其

元

を

頼

ミ

に

秀

頼

 

 
 

ニ

ハ

思

召

事

ニ

候

間

、

兼

而

左

様

ニ

相

心

得

候

や

う

ニ

と

申

聞

候

 

 
 

ケ

様

之

儀

、

聞

捨

に

仕

差

置

か

た

く

候

ニ

付

、

申

上

候

与

申

上

 

 
 

候

へ

ハ

、 

権

現

様

以

之

外

御

機

嫌

あ

し

き

御

様

躰

ニ

被

為

 

 
 

成

、

被

 

仰

候

ハ

、

若

し

其

元

ニ

は

老

盲

な

と

な

と

（

衍

字

）

被

致

 

 
 

候

に

や

、

其

元

被

存

こ

と

く

、

先

年

関

ヶ

原

一

戦

の

砌

、

秀

頼

 

 
 

事

も

逆

徒

と

共

に

一

所

に

身

上

を

不

果

し

て

ハ

不

叶

 

 
 

次

第

に

在

之

候

を

、

我

等

心

得

を

以

宥

免

い

た

し

差

置

而

巳

（

の

み

） 
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な

ら

す

大

禄

を

あ

た

へ

、

安

楽

に

差

置

に

ハ

何

の

不

足

も

 

 
 

無

之

筈

な

り

、

其

元

な

と

の

口

よ

り

左

様

之

事

を

被

申

 

 
 

て

よ

き

も

の

に

て

候

哉

、

と

の

 

上

意

ニ

付

、

蓬

庵

、

殊

之

外

 

 
 

迷

惑

致

れ

し

と

也

、

御

下

心

有

て

の

義

也

 

 
 

 
 

 
土

井

大

炊

頭

（
お
ほ
ひ
の
か
み
）

、

江

戸

表

よ

り

駿

府

江

参

上

之

節

 

 
 

 
 

 

関

東

に

て

ハ

今

以

新

田

取

立

候

哉

、

と

の

 

 
 

 
 

 

御

尋

之

事

 

一

 

権

現

様

、

駿

府

に

被

遊

御

座

候

節

、

江

戸

表

よ

り

御

用

 

 
 

之

儀

ニ

付

、

土

井

大

炊

頭

参

上

被

致

、

彼

地

逗

留

之

間

ニ

ハ

 

 
 

折

節

御

夜

話

に

も

被

出

候

と

也

、

或

夜

大

炊

頭

江

被

 

 
 

仰

候

者

、

今

以

関

東

筋

に

て

ハ

新

田

を

開

ら

き

候

哉

、

と

 



駿河土産 26 

 
 

御

尋

被

成

候

へ

ハ

、

大

炊

頭

被

承

、

 

上

意

の

こ

と

く

只

今

以

 

 
 

爰

か

し

こ

に

新

田

の

場

所

を

見

立

、

無

油

断

開

発

仕

候

 

 
 

旨

、

被

申

上

候

へ

ハ

、

当

時

二

・

三

万

石

と

も

有

之

新

田

、

一

所

に

 

 
 

出

来

仕

候

に

お

ゐ

て

ハ

、

其

方

と

も

如

何

可

存

候

哉

、

と

 

 
 

上

意

被

遊

候

へ

ハ

、

大

炊

頭

被

承

、

二

・

三

万

石

と

も

有

之

新

田

 

 
 

の

出

来

候

と

有

之

儀

候

、

永

々

（

マ

マ

）

之

儀
ニ

も

御

座

候

得

ハ

、

一

か

と

の

 

 
 

御

為

に

も

罷

成

候

へ

ハ

、

重

畳

之

（
ち
ょ
う
じ
ょ
う
）

儀

と

可

存

と

御

請

 

 
 

被

申

上

候

得

ハ

、

重

て 

上

意

被

遊

候

ハ

、

二

・

三

万

石

と

も

有

之 

 
 

古

田

の

場

所

、

永

荒

に

成

て

捨

り

た

る

と

聞

候

ハ

ヽ

、

何

れ

（
い
づ
）

も

 

 
 

如

何

可

存

候

哉

、

と

の

 
仰

ニ

付

、

夫

ハ

大

き

成

御

失

つ

ひ

 

 
 

之

儀
ニ

候

へ

ハ

、

晦

ま

（
マ
マ
）

し

き

義

御

座

有

へ

き

、

と

被

申

上

候

へ

ハ
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権

現

様

、

御

笑

ひ

被

遊

な

か

ら

、

被

 

仰

候

者

、

其

方

と

も

は

 

 
 

新

田

の

出

来

る

を

ハ

よ

ろ

こ

ひ

、

古

田

の

永

荒

（
え
い
こ
う
）

と

成

て

 

 
 

捨

り

候

を

ハ

何

と

も

お

も

ハ

す

候

哉

、
と

 

上

意

有

け

れ

と

 

 
 

大

炊

頭

、

中

〳
〵
左

様

之

義

ニ

て

ハ

無

御

座

候

、

古

田

之

儀

 

 
 

を

は

成

程

大

切

に

仕

り

、

新

田

等

之

儀

も

、

古

田

之

場

所

江

 

 
 

相

障

申

所

に

お

ゐ

て

ハ

、

聞

発

致

さ

せ

不

申

、

堤

川

際

御

 

 
 

普

請

之

儀

ニ

ハ

、

御

物

入

之

構

な

く

随

分

丈

夫

に

仕

、

古

田

の

 

 
 

損

毛

無

之

や

う

に

と

の

ミ

仕

候

、

と

被

申

上

候

得

ハ

、

重

て

被

 

 
 

仰

出

候

ハ

、
其

方

な

と

も

今

程

大

役

を

勤

居

候

故

、
随

分

役

 

 
 

義

大

切

に

思

ひ

、
物

毎

に

念

を

入

る

や

う

に

心

懸

け

候
而

も

、
人

々

 

 
 

ハ

了

簡

違

ひ

、

心

得

た

か

ひ

な

と

を

以

て

致

し

、

損

し

と

言

事
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も

な

く

て

不

叶

、
夫

か

凡

夫

た

け

と

い

ふ

も

の

な

り

、
然

る

 

 
 

時

は

、

誰

に

よ

ら

す

、

其

仕

落

を

と

か

め

正

し

候

と

有

る

 

 
 

も

、

是

又

仕

置

候

所

な

れ

は

、

見

の

か

し

、

聞

の

か

し

に

計

い

 

 
 

た

し

、

指

置

儀

ハ

な

ら

さ

る
ニ

付

、

不

調

法

の

軽

重

に

随

て

、

或

ハ 

 
 

役

義

を

取

上

候

か

、

又

は

遠

慮

・

閉

門

な

と

の

品

ニ

ハ

有

へ

 

 
 

き

事

也

、

依

之

其

身

も

迷

惑

し

、

先

非

を

悔

、

了

簡

を

 

 
 

仕

か

へ

て

、

向

後

の

覚

悟

を

さ

へ

改

候

に

お

ひ

て

ハ

、

旧

悪

之

儀

 

 
 

を

ハ

差

免

し

、

其

身

も

安

堵

い

た

し

、

悦

喜

仕

り

て

心

ま

め

に

 

 
 

奉

公

を

も

は

け

ミ

勤

候

か

能

き

也

、
左

様

無

之

時

ハ

、
其

者

 

 
 

に

と

ら

せ

置

た

る

知

行

の

分

ハ

、

古

田

の

永

荒

に

成

て

、

捨

 

 
 

り

た

る

と

同

し

道

理

ニ

て

ハ

な

く

候

哉

、

能

々

了

簡

致

し
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て

見

候

へ

、

と

の

 

上

意

に

有

之

候

と

也

、

大

炊

頭

、

江

戸

表

へ

 

 
 

帰

ら

れ

、
右

 

上

意

之

趣

を

被

申

上

候

付

て

の

義

に

て

も

有

 

 
 

之

候

哉

、

其

砌

、

二

・

三

万

石

計

も

取

申

候

御

譜

代

大

名

衆

壱

 

 
 

人

、

御

番

頭

衆

之

中

に

壱

人

、

其

外

御

役

懸

り

之

衆

壱

両

 

 
 

人

、

不

調

法

之

儀

ニ

付

、

御

前

向

不

首

尾

ニ

而

被

居

候

衆

中

 

 
 

帰

役

な

ど

被

 
仰

付

た

る

面

々

も

有

之

、

又

ハ

其

身

に

ハ

隠

居

 

 
 

被

 

仰

付

、

子

息

を

よ

ろ

し

き

品

に

被

 

召

出

た

る

衆

中

 

 
 

な

と

も

在

之

と

な

り

、

惣

而

 

秀

忠

様

ニ

者

 

 
 

大

御

所

様

之

 

上

意

に

さ

へ

在

之

候

へ

ハ

、

こ

と

の

外

御

大

切

 

 
 

に

御

用

ひ

被

遊

候

と

な

り

 

 
 

 
 

 

駿

河

ニ

而

或

時

医

師

衆

江

、

命

ハ

食

に

有

と

い

ふ
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事

を

 

御

尋

之

事

 
一

 
権

現

様

、

駿

河

御

城

内

に

お

ゐ

て

、

少

々

御

不

例

之

儀

 

 
 

有

之

候

処

、

早

速

御

快

然

被

遊

候

節

、

御

脈

被

相

伺

候

（
あ
い
う
か
が
は
れ
）

而

 

 
 

医

師

衆

江

被

 

仰

付

候

者

、

御

気

分

御

快

御

覚

被

遊

、

第

一

 

 
 

御

食

も

御

進

ミ

被

遊

旨

 

上

意

有

け

れ

ハ

、

御

医

師

衆

 

 
 

何
（
い
づ
れ
）

茂

被

承

、

夫

は

御

一

段

の

御

事

ニ

御

座

候

、

命

ハ

食

に

 

 
 

有

と

申

候

得

ハ

、
何

よ

り

目

出

た

き

御

事

に

御

座

候

、
と

被

 

 
 

申

上

候

へ

ハ

、
被

遊

 

御

聴

、
命

ハ

食

に

有

り

と

い

ふ

事

を

 

 
 

其

方

と

も

ハ

如

何

心

得

候

哉

、
た

と

へ

ハ

当

歳

子

ハ

、
乳

を

 

 
 

の

ま

せ

候

と

も

、
過

不

及

無

之

様

ニ

と

有

る

親

と

も

の

心

得

 

 
 

な

く

て

不

叶

、

惣

し

て

人

ハ

朝

夕

の

ミ

食

も

の

か

大

事
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な

る

そ

と

い

ふ

こ

ゝ

ろ

に

て

ハ

な

き

か

、

と

 

上

意

あ

り

け

れ

ハ

 

 
 

御

前

伺

公

之

（
候
）

医

師

衆

、

い

つ

れ

も

被

承

、

御

尤

至

極

な

る

 

 
 

上

意

に

御

座

候

、

命

ハ

食

に

あ

り

と

申

儀

を

只

今

ま

て

 

 
 

悪

し

く

了

簡

仕

候

、

と

被

申

上

候

与

也

 

 
 

 
 

 
 

右

之

趣

ハ

 

権

現

様

駿

府

に

於

て

の

 

 
 

 
 

 
 

上

意

に

て

、
其

砌

よ

り

、
御

当

地

ま

て

も

人

々

の

取

沙 

 
 

 
 

 
 

汰

仕

候

こ

と

也

、

或

説

に

 

大

猷

院

様

、

岡

本

玄

治

 

 
 

 
 

 
 

へ

被

 
仰

候

 

上

意

と

申

候

ハ

誤

也

 

 
 

 
 

 

駿

河
ニ

権

現

様

被

成

御

座

候

節

、

阿

部

町

遊

（
川
脱
ヵ
）

女

繁

昌
ニ

而 

 
 

 
 

 

町

奉

行

彦

坂

九

兵

衛

江

 

仰

付

、

躍

を

（
を
ど
り
）

 

 
 

 
 

 

上

覧

之

事
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一
 

権

現

様

、

駿

河

江

御

隠

居

被

成

候

以

後

、

阿

部

川

町

の

傾

 

 
 

城

な

と

近

く

候

故

、

御

旗

本

之

若

き

衆

中

、

遊

女

く

る

わ

 

 
 

へ

か

よ

ひ

致

候

も

の

取

沙

汰

有

之

、

其

節

駿

河

の

町

 

 
 

奉

行

彦

坂

九

兵

衛

、

阿

部

川

を

二

・

三

里

も

遠

所

へ

引

移

 

 
 

申

度

旨

被

申

上

候

を

 

御

聞

被

遊

、

九

兵

衛

を

 

 
 

御

前

江

被

為

 

召

、

被

遊

 

御

意

候

ハ

、

当

所

之

町

人

共

を

 

 
 

二

・

三

里

も

隔

て

、

遠

方

へ

遣

し

て

ハ

如

何

可

有

之

哉

、

と

 

 
 

御

尋

に

付

、

九

兵

衛

承

り

、

左

様

御

座

候

て

ハ

売

買

の

障

 

 
 

に

も

罷

成

、

町

人

共

何

（
い
づ
れ
）

茂

迷

惑

を

仕

候

、

と

申

上

候

得

ハ

、

重

 

 
 

而

被

遊

 

御

意

候

ハ

、

其

方

儀

ハ

阿

部

川

町

を

二

・

三

里

も

 

 
 

遠

所

江

引

移

可

然

と

申

候

由

、

被

遊

 

御

聞

候

、

阿

部

川

町
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に

罷

在

候

遊

女

と

も

ハ

、

売

買

に

て

ハ

無

之

候

や

、

売

物

と

有

 

 
 

ハ

諸

色

一

や

う

の

事

成

る

に

、

左

様

に

遠

方

へ

遣

し

而

ハ

 

 
 

阿

部

川

町

の

者

共

、

渡

世

い

た

し

方

も

無

之

筈

の

義

也

、

只

今

 

 
 

迄

之

所

に

其

侭

差

置

候

様

ニ

と

被

 

仰

出

候

と

也

、

其

後

ハ

 

 
 

阿

部

川

町

の

繁

昌

、

日

こ

ろ

に

倍

し

、

御

旗

本

中

勝

手

 

 
 

衰

微

の

族

、

多

く

出

来

候

由

、

風

聞

有

之

候

と

な

り

 

 
 

其

秋

に

至

り

、

九

兵

衛

を

被

為

 

召

、

此

間

ハ

町

方

ニ

て

 

 
 

躍

を

仕

る

声

、

御

城

内

へ

相

聞

候

、

被

遊

 

御

覧

度

 

 
 

思

召

候

間

、

帯

・

手

拭

や

う

の

物

ま

て

も

、

新

に

支

度

い

た

す

に

 

 
 

及

ハ

す

、

有

合

の

衣

服

ニ

て

御

城

内

へ

躍

を

入

さ

せ

候

様

 

 
 

被

 

仰

出

候

間

、

駿

河

惣

町

を

三

ツ

に

割

、

支

度

を

調

へ
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御

城

内

へ

躍

を

差

上

候

処

に

、

躍

子

・

は

や

し

方

の

者

ま

て

 

 
 

握

り

赤

飯

、

御

酒

な

と

被

下

置

、

三

ケ

夜

の

躍

、

相

済

候

以

後

 

 
 

九

兵

衛

を

被

為

 

召

、

阿

部

川

町

の

躍

ハ

如

何

い

た

し

候

哉

、

と

 

 
 

御

尋

ニ

付

、

遊

女

町

故

相

除

不

申

付

候

由

、

申

上

候

へ

ハ

 

 
 

御

聞

被

遊

、

御

年

寄

ら

せ

ら

れ

候

て

ハ

、

女

子

と

も

の

躍

を

こ

そ

 

 
 

御

覧

被

成

度

被
 

思

召

候

へ

、

木

男

計

り

の

躍

ハ

さ

の

ミ

面

白

 

 
 

思

召

さ

る

、
と

の
 

仰

に

て

、
そ

れ

よ

り

俄

に

阿

部

川

町

へ

 

 
 

も

躍

を

さ

し

出

候

様

ニ

と

有

之

、

阿

部

川

町

中

一

但

の

（
マ
マ
）

大

 

 
 

躍

を

用

意

仕

り

、

来

ル

幾

日

の

夜

と

、

相

定

り

候

処

、

惣

 

 
 

遊

女

と

も

の

中

ニ

て

、

其

頃

人

の

も

て

は

や

し

候

名

あ

る

 

 
 

女

と

も

の

義

ハ

、

其

名

を

書

付

、

差

上

候

様

ニ

と

有

之

、

其

夜
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お

と

り

の

中

休

ミ

の

節

に

至

り

、
右

之

書

付

に

入

た

る

遊

女

 

 
 

と

も

の

儀

ハ

御

板

縁

の

上

へ

あ

け

置

候

様

ニ

と

有

之

、
壱

人

 

 
 

ツ

ヽ
 

御

前

へ

被

 

召

呼

、

銘

々

の

名

迄

も

被

遊

 

 
 

御

聞

、

下
（
お
）

り

候

節

、

御

次

之

間

ニ

て

、

へ

ぎ

に

乗

た

る

御

菓

子 

 
 

を

頂

戴

い

た

さ

せ

候

と

て

、

福

阿

弥

小

こ

ゑ

に

な

り

、

此

以

後

 

 
 

若

御

指

人

ニ

て

被

 

召

呼

候

義

も

可

有

之

間

、

左

様

心

得

 

 
 

候

や

う

、

銘

々

へ

申

聞

候

と

也

、

此

取

沙

汰

か

く

れ

な

く

聞

へ

 

 
 

渡

り

候

付

、

右

 

御

前

へ

罷

出

候

遊

女

と

も

の

儀

ハ

、

い

つ

れ

 

 
 

か

 

御

目

に

と

ま

り

、

与

風

可

（
風
与
ふ
と
）

被

 

召

呼

も

難

計

、

左

様

 

 
 

の

節

 

御

尋

ニ

付

、

何

事

を

か

可

申

上

か

と

の

気

遣

ひ

 

 
 

を

以

、

歴

々

方

の

阿

部

川

通

ひ

、

ひ

し

と

相

や

ミ

候

と

也
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駿

河

に

て

御

伽

之

衆

之

内

、

頼

朝

公

の

噂

咄

仕

候

て

 

 
 

 
 

 

上

意

之

事

 

一

 
権

現

様

、

駿

河

御

城

ニ

て

御

夜

咄

の

節

、

御

伽

衆

之

内

 

 
 

よ

り

、

右

大

将

頼

朝

公

の

義

ハ

、

か

た

の

こ

と

く

な

る

御

明

将

 

 
 

の

や

う

、

申

ふ

れ

候

へ

と

も

、

平

家

追

討

の

節

、

名

代

と

し

 

 
 

て

被

差

登

（

さ

し

の

ぼ

ら

せ

）

、

殊

更

軍

忠

な

と

を

も

被

尽

し

三

河

守

 

 
 

範

頼

、

伊

予

守

義

経

、

両

人

の

舎

弟

達

を

誅

戮

被

（
ち
ゅ
う
り
く
）

致

候

と

 

 
 

有

る

ハ

、

宜

し

か

ら

ぬ

事

の

や

う

に

取

沙

汰

仕

候

、

と

被

申

上

 

 
 

候

へ

ハ

、

御

聴

被

遊

、

外

之

面

々

の

方

へ

御

向

ひ

被

遊

、

い

つ

れ

 

 
 

も

如

何

存

候

哉

、

と

の

 
上

意

ニ

付

、

誰

も

右

同

意

之

旨

 

 
 

申

上

候

処

、

被 

仰

出

候

ハ

、

其

方

と

も

か

存

寄

ハ

、

世

上
ニ

て

判 
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官

贔

屓

と

て

、

う

は

（
乳
母
）

・

か

ゝ
（
嬶
）

共

の

寄

合

て

、

茶

の

ミ

雑

談

 

 
 

に

す

る

事

ニ

て

、

一

向

用

に

立

ぬ

比

判

（
批
）

と

い

ふ

も

の

也

、

頼

朝

 

 
 

ハ

天

下

を

と

ら

れ

た

る

人

な

り

、

惣

し

て

天

下

を

も

配

す

 

 
 

る

も

の

ゝ

事

ハ

、

代

を

も

譲

り

渡

す

へ

き

と

思

ふ

惣

領

 

 
 

の

子

壱

人

よ

り

外
ニ

ハ

、

二

男

・

三

男

と

云

事

も

な

く

、

増

て

や

 

 
 

兄

弟

な

と

い

ふ

て

、

外

ニ

立

置

義

に

て

ハ

無

之

、

親

族

の

 

 
 

よ

し

ミ

た

る

を

以

て

、

大

身

に

取

立

、

国

郡

の

主

と

ハ

な

し

 

 
 

置

と

い

へ

と

も

、

外

々

の

諸

大

名

に

少

し

も

替

る

事

と

て

 

 
 

ハ

是

な

し

、

去

ル

に

よ

つ

て

其

面

々

も

猶

更

身

を

も

へ

り

 

 
 

下

り

、

別

し

て

公

儀

を

う

や

ま

ひ

、

万

事

を

つ

ヽ

し

み

 

 
 

て

こ

そ

可

然

義

な

る

を

、

さ

ハ

な

く

し

て

、

親

族

顔

を

 



駿河土産 38 

 
 

致

し

て

我

侭

を

働

き

、

法

外

の

仕

形

に

及

ふ

と

、

い

か

に

 

 
 

子

や

弟

な

れ

は

と

て

、
見

の

か

し

、
聞

の

か

し

に

計

ニ

い

た

し

 

 
 

置

て

ハ

、

外

々

の

諸

大

名

と

も

へ

の

仕

置

も

立

さ

る

義

な

 

 
 

れ

ハ

、

依

怙

贔

屓

を

は

な

れ

、

相

当

の

仕

置

に

申

付

と

有

之

 

 
 

も

、

天

下

を

取

る

も

の

ゝ

心

得

の

一

ツ

な

り

、

但

し

不

行

義

不

作

 

 
 

法

と

い

ふ

計

の

義

な

ら

ハ

、

身

上

を

果

し

、

流

罪

な

と

に

 

 
 

云

付

て

も

事

済

へ

き

也

、

既

に

逆

心

と

い

ふ

に

至

り

て

ハ

 

 
 

死

罪

に

行

ふ

よ

り

外

の

義

ハ

是

な

し

、

世

の

治

乱

を

考

 

 
 

へ

、
万

民

安

堵

の

義

を

計

る

か

故

也

、
列

国

の

大

名

の

心

得

 

 
 

と

、

天

下

を

取

る

も

の

ゝ

心

得

と

ハ

、

大

き

に

か

わ

り

有

事

也

 

 
 

頼

朝

の

あ

し

き

と

云

に

て

ハ

、

有

へ

か

ら

す

と

の
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上

意

に

有

之

候

と

也

 

 
 

 
 

 

駿

府

御

城

内

に

て

、

若

き

御

番

衆

、

相

撲

を

取

居

候

 

 
 

 
 

 

所

江

被

為

 

入

 

上

意

之

事

 

一

 

権

現

様

、

駿

府

に

被

成

御

座

候

節

、

御

城

内

ニ

て

若

き

 

 
 

御

番

衆

寄

合

、

座

敷

角

力

を

取

居

候

処

江

与

風

被

（
風
与
ふ
と
）

為

 

 
 

成

候

付

、

肝

を

つ

ふ

し

、

平

伏

致

さ

れ

候

処

 

 
 

権

現

様

被

 

仰

候

者

、

重

て

相

撲

を

取

候

ハ

ヽ

、

畳

を

裏

 

 
 

か

へ

し

て

取

た

る

か

よ

き

そ

、

福

阿

弥

か

見

候

ハ

ヽ

、

畳

の

へ

り

か 

 
 

損

し

候

と

て

腹

を

立

へ

き

そ

、

と

有

る

 

仰

ま

て

に

て

 

 
 

御

し

か

り

（
叱
）

の

 

上

意

と

て

ハ

無

之

候

得

と

も

、

番

頭

中

右

之

 

 
 

次

第

を

聞

お

よ

ひ

、

其

後

ハ

座

敷

に

て

ハ

相

撲

停

止

に

被
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申

渡

候

と

な

り

 

 
 

 
 

 

駿

府

に

て

御

足

袋

筥

の

事

 

一

 
権

現

様

、

駿

府

の

御

城

に

御

座

被

遊

候

節

、

大

奥

ニ

御

足

 

 
 

袋

箱

と

申

て

二

ッ

有

之

、

一

ッ

に

は

、

新

敷

御

足

袋

を

入

 

 
 

置

、

一

度

も

（
ひ
と
た
び
）

被

為

 

召

よ

こ

れ

候

御

足

袋

を

ハ

、

別

の

箱
ニ

入

置

 

 
 

其

箱

詰

り

候

与

申

上

候

へ

ハ

、

皆

々

御

取

寄

、

其

古

き

御

足

袋

 

 
 

の

内

に

て

、

二

・

三

足

程

ツ

ヽ

ハ

、

又

も

と

の

箱

へ

御

入

さ

せ

、

其

 

 
 

外

ハ

捨

よ

と

有

之

 
上

意

に

て

、

下

々

の

女

中

共

、

わ

け

 

 
 

取

に

仕

候

と

也

、

右

箱

の

内

へ

残

し

置

た

る

御

足

袋

を

 

 
 

被

為

 

召

候

儀

に

て

ハ

無

之

候

得

と

も

、

古

き

御

足

袋

と

て

も

 

 
 

残

ら

す

捨

よ

と

有

之

 

仰

は

無

之

由

、

御

帷

子

（
か
た
び
ら
）

な

と

に
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御

あ
せ

（

汗

）

付

候

へ

ハ

、

す
ゝ
か
セ

（

濯

）

よ

と

の 

上

意
ニ

て

候

へ

と

も

、

せ

ん 

 
 

た

く

い

た

し

た

る

御

帷

子

を

被

為

 

召

た

る

義

ハ

無

之

候

也

 

 
 

 
 

右

者

紀

伊

頼

宜

公

の

御

母

義

、

養

詳

院

殿

、

御

物

語

 

 
 

 
 

之

由

、

去

老

尼

の

咄

し

也

 

 
 

 
 

 
雷

、

町

家

へ

落

候

事

を

申

上

候

付

 

 
 

 
 

 

上

意

之

事

 

一

 

権

現

様

、

駿

府

ニ

被

遊

候

御

座

候

節

、

御

夜

詰

ニ

被

出

衆

中

 

 
 

此

間

上

方

よ

り

罷

下

り

候

者

、
物

語

仕

候

ハ

、
京

都

上

立

売

 

 
 

辺

之

町

家

へ

雷

落

候

て

、

家

内

之

者

六

・

七

人

程

不

残

 

 
 

あ

や

ま

ち

仕

、

其

内

二

・

三

人

計

も

即

座

に

相

果

し

由

 

 
 

前

々

も

雷

落

候

義

も

度

々

に

て

、

人

損

候

儀

も

有

之
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候

へ

と

も

、

壱

人

か

弐

人

の

事
ニ

候

、

此

度

者

其

家

内

に

居

合

候

 

 
 

程

の

も

の

共

、

残

り

な

く

雷

に

打

れ

候

付

、

い

か

さ

ま

何

そ

の

 

 
 

罰

に

も

有

之

候

哉

、

と

専

取

（
も
っ
ぱ
ら
）

沙

汰

仕

候

、

と

申

上

候

へ

ハ

 

 
 

権

現

様

被

 

仰

候

者

、
そ

れ

者

一

間

（
ひ
と
ま
）

成

る

せ

ま

き

所

へ

寄

り

 

 
 

集

り

居

た

る

所

へ

雷

落

候

ゆ

へ

、

残

ら

す

あ

や

ま

ち

を

致

 

 
 

し

た

る

も

の

な

り

、

何

の

罰

に

て

も

、

た

ゝ

り

に

て

も

是

 

 
 

な

し

、
と

の

 
上

意

に

て

、
御

三

人

の

若

子

様

方

へ

御

附

被

 

 
 

遊

た

る

面

々

を

被

 

召

呼

、

向

後

雷

の

つ

よ

く

鳴

候

節

 

 
 

ハ

、

御

三

人

の

 

御

子

様

か

た

御

一

所

に

置

不

申

や

う

に

い

た

し

 

 
 

候

へ

、

と

被

 

仰

渡

候

と

な

り

 

 
 

 
 

 

京

都

大

仏

殿

炎

上

ニ

而

、

淀

殿

よ

り

江

戸
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御

台

様

江

御

頼

之

事

 
一

 
京

都

大

仏

殿

炎

上

以

後

、

秀

頼

の

御

母

義

淀

殿

よ

り

 

 
 

江

戸
 

御

台

様

江

御

文

を

以

御

頼

候

ハ

、
京

都

大

仏

殿

本

尊

 

 
 

計

の

義

ハ

、

秀

頼

よ

り

再

興

あ

ら

れ

候

義

ニ

付

、

既

に

其

 

 
 

沙

汰

に

被

及

候

処

、

請

負

候

鋳

物

師

と

も

の

不

調

法

を

以

 

 
 

鋳

形

よ

り

出

火

い

た

し

、

以

前

よ

り

有

来

候

（
あ
り
き
た
り
）

殿

閣

と

も

に

 

 
 

焼

失

に

及

候

付

、

秀

頼

之

建

立

に

ハ

成

兼

候

間

、

関

東

 

 
 

よ

り

御

合

力

に

被

及

度

由

付

、

江

戸

表

に

お

ゐ

て

も

、

彼

是

 

 
 

と

御

相

談

な

と

有

之

、

幸

ひ

其

節

御

用

之

儀

ニ

付

、

本

多

 

 
 

佐

渡

守

、

駿

府

へ

被

相

越

候

付

 

大

御

所

様

 

御

聴

に

も

 

 
 

被

達

候

様

ニ

と

有

之

、

於

駿

府

右

之

趣

被

申

上

候

へ

ハ
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権

現

様

被

 

仰

候

者

、

淀

殿

義

ハ

女

義

に

も

有

之

 

 
 

将

軍

ニ

も

、

い

ま

た

年

若

き

事

成

り

、

其

方

な

と

の

よ

き

 

 
 

年

に

て

、

左

様

成

る

筋

な

き

義

を

、

我

ら

へ

云

聞

セ

候

者

 

 
 

沙

汰

の

か

き

り

た

る

義

也

、

と

の

 

仰

に

て

、

流

石

の

佐

渡

守

 

 
 

も

大

に

当

惑

い

た

し

被

居

候

所

に

、

重

而

被

 

仰

候

ハ

、

其

方

抔

 

 
 

も

得

と

（
と
く
）

了

簡

い

た

し

て

見

よ

、

南

都

の

大

仏

の

事

ハ

、

聖

武

 

 
 

天

王

の

（
皇
）

勅

願

を

以

、

本

尊

・

堂

と

も

に

建

立

あ

ら

れ

た

る

 

 
 

と

の

義

也

、

然

る

所

に

、

源

平

の

取

あ

ひ

の

節

、

平

中

将

 

 
 

重

衡

、

兵

火

を

放

て

焼

失

に

及

ふ

と

也

、

然

る

に

於

て

ハ

 

 
 

時

の

天

下

の

義

な

れ

ハ

、

右

大

将

頼

朝

よ

り

建

立

可

被

致

 

 
 

義

な

る

を

、

*

俊

乗

坊

と

西

行

法

師

と

心

を

合

セ

、

諸

国

を
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勧

進

し

て

、

建

立

を

遂

た

る

と

也

、

聖

武

帝

勅

願

の

 

 
 

大

仏

殿

を

さ

へ

、

頼

朝

ハ

か

ま

ひ

不

被

申

候

と

見

へ

た

り

、

ま

し

て 

 
 

や

京

都

の

大

仏

と

有

る

ハ

、

太

閤

秀

吉

の

物

数

寄

（

も

の

ず

き

）

を

以

 

 
 

建

立

致

し

置

れ

た

る

義

な

れ

ハ

、

親

父

の

志

を

相

立

、

秀

 

 
 

頼

の

建

立

被

申

ハ

格

別

、

将

軍

よ

り

構

可

被

申

（
か
ま
ひ
も
う
さ
る
べ
き
）

事

ニ

ハ

 

 
 

あ

ら

さ

る

よ

し

、

其

方

江

戸

へ

帰

候

ハ

ヽ

、

将

軍

江

可

申

達

と

 

 
 

の

 

上

意

に

て

、

同

し

く

被

 

仰

出

候

ハ

、

大

仏

の

事

計

 

 
 

に

限

ら

す

、

惣

し

て

日

本

国

中

ハ

、

古

来

よ

り

其

由

緒

 

 
 

有

堂

社

仏

閣

と

い

ふ

ハ

数

限

り

も

無

之

義

也

、

其

由

緒

を

 

 
 

さ

へ

云

立

れ

ハ

悉

く

取

上

ヶ

、

修

復

建

立

等

不

申

付

候

ハ

ヽ

不

 

 
 

叶

と

い

ふ

事

ニ

て

ハ

有

る

へ

か

ら

す

、

幾

重

ニ

も

用

捨

勘

弁
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の

あ

る

へ

き

義

也

、

増

し

て

や

大

小

に

よ

ら

す

、

寺

社

等

を

新

に

 

 
 

建

立

な

と

ゝ

有

義

ハ

、

必

以

無

益

の

事

成

へ

し

と

 

 
 

将

軍

へ

申

達

、

年

寄

と

も

へ

も

、

能

々

申

聞

候

様
ニ

と

の

 

 
 

上

意

な

り

と

か

や

 

 
 

 
 

 
権

現

様

、

御

旗

本

并

諸

大

名

迄

も

被

 

召

仕

様

之

儀

 

 
 

 
 

 

秀

忠

様

江

被

 

仰

進

候

事

 

一

 

権

現

様

、

御

隠

居

前

 

秀

忠

様

ニ

被

 

仰

候

者

 

旗

本

小

 

 
 

身

之

面

々

、

御

目

を

被

懸

、

御

念

頃

（
懇
）

に

被

 

召

仕

義

を

肝

 

 
 

要

と

、

可

被 

思

召

候

、

同

じ

大

名

と

い

ふ

内
ニ

も

、

三

河

以

来 

 
 

御

当

家

の

御

取

立

に

預

り

た

る

譜

代

の

筋

目

の

面

々

ハ

格

別

 

 
 

古

来

よ

り

国

郡

の

守

護

と

備

り

た

る

外

様

大

名

の

義

は
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我

家

を

大

切

と

思

ふ

を

以

、

何

方

へ

成

と

も

強

き

方

へ

附

 

 
 

て

、

弱

き

を

捨

る

と

有

る

ハ

、

古

今

の

定

り

事

也

、

そ

れ

を

 

 
 

不

届

と

い

ふ

へ

き

事

ニ

ハ

あ

ら

す

、

其

筈

之

儀

也

と

心

得

 

 
 

給

へ

、

と

被

 

仰

候

と

な

り

 

 
 

 
 

右

者
 

台

徳

院

様

御

直

の

 

上

意

ニ

而

承

と

有

 

 
 

 
 

義

を

、

八

木

但

馬

守

被

申

聞

候

也

 

 
 

 
 

 

秀

頼

、

伏

見

城

ニ

而

討

死

諸

将

の

首

実

検

候

て

 

 
 

 
 

 

御

不

審

之

事

 

一

 

関

ヶ

原

之

砌

、

九

月

廿

四

日

、

大

阪

表

江

 

秀

忠

様

御

越

 

 
 

被

遊

候

刻

、

大

名

分

の

面

々

十

六

頭

被

 

召

連

候

と

也

 

 
 

大

坂

へ

 

御

着

陳

被

（
陣
）

遊

候

哉

い

な

や

、

城

中

へ

御

使

を

被

立
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今

度

伏

見

之

城

ニ

て

、
討

死

を

遂

る

鳥

居

彦

右

衛

門

尉

元

忠

 

 
 

松

平

主

殿

頭

（
と
の
も
の
か
み
）

家

忠

、

同

五

左

衛

門

三

人

之

者

共

の

頭

を

当

地

江

 

 
 

取

寄

、

被

致

実

験

候

と

有

之

上

ハ

、

一

乱

之

儀

、

秀

頼

企

と

有
ニ

 

 
 

紛

無

之

付

、
御

検

殺

（
マ
マ
）

し

可

被

遊

と

の

御

口

上

に

て

、
城

中

大

 

 
 

驚

き

、
秀

頼

の

母

義

淀

殿

御

請

被

申

上

候

ハ

、
秀

頼

い

ま

た

 

 
 

幼

年

之

事

ニ

も

御

座

候

へ

ハ

、
一

乱

の

企

の

義

ハ

申

に

不

及

 

 
 

頭

実

検

之

儀

も

、

毛

利

輝

元

其

外

奉

行

と

も

の

仕

業

ニ

て

 

 
 

秀

頼

之

被

存

た

る

義

に

て

ハ

無

之

旨

、

漸

々

御

詑

言

之

趣

 

 
 

秀

忠

様

よ

り

京

都

へ

被
 

仰

越

候

所

 

権

現

様

被

遊

 

 
 

御

聞

済

、

秀

頼

御

赦

免

あ

ら

れ

、

向

後

之

儀

ハ

御

蔵

米

七

 

 
 

十

万

石

宛

行

（
あ
て
が
）

ハ

れ

候

旨

、

被

 
仰

出

候

と

な

り

、

夫

迄

之

儀

ハ
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諸

家

之

旗

を

も

押

立

、
一

戦

之

支

度

有

之

候

処

、
右

之

通

り

 

 
 

秀

頼

安

堵

之

儀

を

被

 

仰

出

候

、
以

後

、
諸

手

共

に

持

旗

等

 

 
 

を

治

め

、

休

息

仕

候

と

也

 

 
 

 
 

 

駿

府

御

城

不

明

御

門

番

、

御

使
ニ

罷

出

候

、

村

越

茂

助

 

 
 

 
 

 
刻

限

過

ニ

付

、

御

門

不

通

事

 

一

 

権

現

様

、

駿

府

に

被

遊

御

座

候

節

、

不

明

御

門

番

之

儀

ハ

 

 
 

小

従

人

衆

被

相

勤

候

也

、

或

時

村

越

茂

助

、

清

見

寺

江

 

 
 

御

使

に

被

参

、

及

日

暮

帰

宅

之

節

 

御

門

外

江

来

り

、

村

越

 

 
 

茂

助

に

て

候

、

御

使

ニ

参

り

只

今

帰

り

候

、

御

門

御

通

し

 

 
 

給

り

候

へ

、

と

被

申

候

へ

ハ

、

最

早

刻

限

過

候

ニ

付

 

此

御

門

 

 
 

よ

り

ハ

不

罷

成

と

有

之

所

へ

、
安

藤

彦

兵

衛

、
御

門

を

通

り
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被

懸

、

村

越

茂

助

ニ

紛

無

之

候

 

御

門

明

ヶ

通

し

候

様

ニ

と

、

申

 

 
 

付

候

へ

か

し

被

申

候

へ

ハ

、

小

従

人

衆

被

申

候

ハ

、

各

中

ハ

当

時

 

 
 

重

き

御

役

を

も

被

勤

候

人

達

の

口

よ

り

、

左

様

之

儀

を

 

 
 

被

申

て

能
（
よ
き
）

も

の

に

て

候

哉

、

日

暮

候
而

以

後

、

此

御

門

を

明

ヶ

候

 

 
 

と

有

儀

ハ

、

決

て

不

罷

成

候

と

の

答

に

候

と

也

、

此

義

 

 
 

権

現

様

 
御

聴

に

達

し

、

右

両

人

之

小

従

人

衆

へ

御

加

増

 

 
 

被

下

、
弐

百

石

取
ニ

被

成

、
両

人

共
ニ

紀

伊

殿
江

御

附

被

遊

候

と

也

 

 
 

 
 

 

駿

府

ニ

て

、

或

時

本

多

上

野

介

、

松

平

武

蔵

守

の

 

 
 

 
 

 

噂

申

上

候

ニ

付

 

上

意

之

事

 

一

 

或

時

 

権

現

様

 

御

前

に

て

本

多

上

野

介

、

松

平

武

蔵

守

 

 
 

か

噂

を

被

申

上

候

へ

ハ

、

武

蔵

守

ハ

よ

く

筑

前

中

納

言

に

似

た

る
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そ

、

と

有

 

上

意

を

、

上

野

介

心

得

ニ

ハ

、

於

関

ヶ

原

御

約

束

 

 
 

の

こ

と

く

、

御

味

方

被

致

た

る

儀

以

て

の 

仰

と

被

存

候

付 

随

分

 

 
 

律

儀

な

る

人

に

て

御

座

候

、

と

申

上

候

へ

ハ

、

い

や

左

様

に

て

ハ

 

 
 

な

き

そ
 

も

は

や

五

十

万

石

と

も

領

知

す

る

も

の

ハ

、

親

・

兄

 

 
 

に

も

 
目

を

懸

た

る

か

よ

き

な

り

、

律

儀

な

り

と

云

計

ニ

て

 

 
 

済

事

ニ

て

も

な

し

、

と

有

 

上

意

に

て

候

と

也

 

 
 

 
 

 

伏

見

ニ

而
*

松

平

新

太

郎

初

而

 

御

目

見

被

 

 
 

 
 

 

仰

付

候

節

之

事

 

一

 

権

現

様

御

代

之

儀

ハ

不

及

申

 

台

徳

院

様

御

代

之

頃

迄

ハ

 

 
 

世

上

共

に

万

事

手

軽

さ

義

と

も

ニ

有

之

 

 
 

公

儀

之

御

観

式

な

と

も

、

急

度

相

定

り

た

る

御

様

子

も

無
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御

座

候

と

也

、

権

現

様

、

伏

見

之

御

城

に

御

座

被

遊

候

節

、

松

平

 

 
 

新

太

郎

六

歳

に

な

ら

れ

候

時

、

初

而

 

御

目

見

被

 

仰

付

候

 

 
 

節

、

白

き

御

小

袖

ニ

御

頭

巾

を

被

為

 

召

、

御

脇

指

を

も

御

 

 
 

差

不

被

遊

、

御

脇

に

被

為

置

、

あ

れ

は

武

蔵

守

か

子

か

、

丈

夫

 

 
 

な

る

産

れ

付

ニ

て

、

一

段

之

事

と

有

上

意

ニ

候

と

也

、

其

後

 

 
 

秀

忠

様

御

代

、

新

太

郎

成

長

に

て

、

江

戸

へ

下

り

、

初

而

 

 
 

御

目

見

被

申

上

候

節

、

織

田

常

真

ハ

大

あ

く

ら

を

か

き

、

上

座

 

 
 

に

碁

を

見

物

い

た

し

被

居

候

御

座

処

ニ

而

、

御

目

見

被

 

 
 

仰

付

刻

、
新

太

郎

そ

こ

へ

は

い

り

や

と

、
伯

耆

ハ

雪

国

之

由

 

 
 

聞

及

た

る

か

、

そ

ふ

て

お

ち

や

る

か

、

勝

手

へ

行

て

食

を

喰

や

 

 
 

れ

、

大

炊

同

道

せ

よ

、

と

の

上

意
ニ

御

座

候

と

也

、

御

勝

手

へ

立
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御

料

理

を

給

被

申

時

、

一

座

之

衆

十

三

人

有

り

、

上

座

は

 

 
 

織

田

常

真

、

其

次

之

座

へ

大

炊

頭

指

図

に

て

松

平

 

 
 

新

太

郎

着

座

被

致

候

と

な

り

、

其

節

之

御

料

理

、

菜

 

 
 

汁

に

お

ろ

し

大

根

の

鱠

、

（
な
ま
す
）

あ

ら

め

の

煮

物

、

干

肴

の

焼

 

 
 

物

に

て

有

之

候

と

也

 

 
 

 
 

右

者

新

太

郎

殿

直

物

語

ニ

て

、

慥

成

事

之

由

也

 

 
 

 
 

 

醍

醐

之

常

行

院

科

之

（
と
が
）

儀

ニ

付

、

遠

島

被

 

 
 

 
 

 

仰

付

之

事
 

 

一

 

権

現

様

御

在

世

之

内

、

醍

醐

の

常

行

院

、

科

有

て

 

 
 

 

遠

島

被

 

仰

付

候

節

、

大

嶋

を

御

預

ヶ

被

置

候

*

井

出

 

 
 

 

志

摩

方

江

板

倉

伊

賀

守

書

状

を

相

添

た

る

ま

て

ニ

て

 



駿河土産 54 

 
 

事

済

候

と

な

り

 

 
 

 
 

 

駿

府

ニ

而

奥

方

之

女

中

、*

松

下

浄

慶

を

に

く

ミ

 

 
 

 
 

 

候

ニ

付

 

上

意

之

事

 

一

 

権

現

様

、

駿

府

に

被

遊

御

座

候

節

、

御

奥

方

之

若

き

 

 
 

女

中

寄

集

り

被

居

、

あ

の

浄

慶

坊

ほ

と

に

く

き

事

ハ

 

 
 

無

之

与

口

々

に

し

か

り

候

を

御

聴

被

遊

、

年

寄

女

中

衆

 

 
 

を

被

為

 

召

、
浄

慶

か

事

を

ハ

何

ゆ

へ

あ

の

こ

と

く

、

何

も

（
い
づ
れ
）

 

 
 

に

く

ミ

候

哉

、

と

御

尋

被

遊

候

へ

ハ

、

い

や

別

之

事

ニ

て

も

 

 
 

御

座

な

く

、

い

つ

れ

も

申

候

ハ

、

浅

漬

の

香

物

、

余

り

塩

か

ら

く

 

 
 

御

座

候

而

、

い

つ

れ

も

給

兼

候

付

、

今

少

し

塩

を

ひ

か

へ

て

漬

 

 
 

候

や

う

に

申

付

給

り

候

よ

う

ニ

と

、
浄

慶

か

た

へ

度

々

頼

ミ
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遺

し

候

而

も

、
今

に

塩

か

ら

く

候

付

て

の

事

ニ

御

座

候

、
と

被

 

 
 

申

上

候

へ

ハ

、

御

聴

被

遊

、

そ

れ

ハ

い

つ

れ

も

腹

立

致

す

ハ

尤

也

 

 
 

塩

辛

く

無

之

様

に

云

付

て

取

ら

す

へ

き

そ

、

と

有

る

 

 
 

仰

に

て

、

其

後

於

 

御

前

浄

慶

を

被

為

 

召

、

右

之

段

 

 
 

被 

仰

付

候

へ

ハ

、

浄

慶

ハ

御

側

へ

は

い

寄

、

何

事

や

ら

ん

、

ひ

そ 

 
 

か

に

申

し

上

候

を

、

御

笑

ひ

被

成

な

か

ら

、

御

聞

被

成

候

と

な

り

 

 
 

其

節

於

 

御

前

見

及

ひ

被

申

た

る

御

近

習

衆

、

不

 

 
 

審

に

存

候

而

、

浄

慶

に

逢

、

其

元

ハ

何

事

を

ひ

そ

か

に

 

 
 

被

申

上

候

哉

、

と

の

尋

候

へ

ハ

、

浄

慶

答

へ

候

ハ

、

い

や

別

に

替

り

 

 
 

た

る

義

に

て

も

無

之

、

各

中

も

御

聞

之

こ

と

く

大

根

の

 

 
 

香

物

之

儀

を

 

御

意

ニ

付

、

只

今

之

通

塩

辛

く

仕

給

さ

せ
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候

て

さ

へ

、

大

分

に

入

申

事
ニ

御

座

候

、

女

中

共

の

好

ミ

の

こ

と

く 

 
 

塩

か

け

ん

い

た

し

候

ハ

ヽ

、

何

ほ

と

入

可

申

哉

難

計

間

、

左

様
ニ

ハ 

 
 

成

不

申

候

、

 

御

前

様

ニ

ハ

不

被

遊

 

御

聞

分

ニ

て

被

成

御

座

 

 
 

た

る

か

能

く

御

座

候

、

と

の

浄

慶

申

分

ニ

有

之

と

也

 

 
 

 
 

右

浄

慶

ハ

其

節

、
御

台

所

頭

な

と

ニ

て

も

有

之

候

哉

、
今

 

 
 

 
 

以

駿

府

御

城

中

ニ

浄

慶

蔵

・

浄

慶

山

な

と

ゝ

申

て

 

 
 

 
 

有

之

候

と

な

り

 

 
 

 
 

 

浅

野

左

京

太

夫

御

加

増

被

不

候

砌

、

後

藤

庄

三

郎

 

 
 

 
 

 

熊

野

参

之

儀

ニ

付

、

御

尋

之

事

 

一

 

関

ヶ

原

御

合

戦

後

、

浅

野

左

京

太

夫

幸

長

、

夫

迄

ハ

甲

斐

 

 
 

国

守

に

て

被

居

候

を

、
御

加

増

に

て

三

十

七

万

石

領

分

知

行
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高

ニ

而

、

紀

伊

国

を

拝

領

被

 

仰

付

候

砌

、

後

藤

庄

三

郎

、

熊

野

 

 
 

山

江

参

詣

仕

り

、

其

後

江

戸

表

へ

罷

下

り

候

節

 

 
 

権

現

様

被

 

仰

候

者

、

其

方

先

頃

熊

野

山

江

罷

越

候

よ

し

 

 
 

帰

京

之

節

、

紀

伊

国

へ

見

廻

候

哉

、

と

の

 

御

尋

ニ

付

 

 
 

上

意

の

こ

と

く

、

和

歌

山

の

城

下

に

十

日

余

り

も

逗

留

仕

 

 
 

罷

在

候

、

と

申

上

候

へ

ハ

、

重

て 

御

尋

被

遊

候

ハ

、

逗

留

中

紀

伊

守 

 
 

ハ

何

を

か

馳

走

ニ

申

付

た

る

そ

 

と

 

上

意

ニ

付

、

紀

の

河

と

 

 
 

申

候

て

、

吉

野

・

高

野

の

麓

よ

り

流

れ

落

申

候

大

河

御

座

候

 

 
 

此

川

へ

船

に

て

披

出

候

供

ニ

参

り

、
網

を

お

ろ

し

 

魚

を

取

 

 
 

ら

せ

被

申

候

を

見

物

仕

、

其

後

山

鷹

野

ニ

被

出

候

節

も

罷

出

 

 
 

申

候

、

是

ハ

こ

と

の

外

*

目

さ

ま

し

き

見

物

事

ニ

御

座

候

、

此

山
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鷹

野

の

義

ニ

付

、
今

に

於

て

私

な

と

の

合

点

ま

い

ら

さ

る

義

 

 
 

御

座

候

、

と

庄

三

郎

申

上

候

へ

ハ

、

そ

れ

ハ

何

事

そ

、

と

有

る 

 
 

御

尋
ニ

付

、

雞

子

・

山

鳥

、

其

外

鹿

・

*

む

し

な

の

類

迄

も

物

数

多

 

 
 

取

れ

申

候

間

、

定
而

機

嫌

よ

く

可

有

之

と

存

候

へ

ハ

、

大

に

腹

立

 

 
 

い

た

さ

れ

、

勢

子

奉

行

を

始

其

外

役

懸

り
ニ

出

候

者

共

迄

、

散

々

 

 
 

し

か

り

に

逢

申

候

、

又

一

度

の

山

鷹

野

ハ

何

も

取

れ

不

申

候

 

 
 

殊

之

外

物

数

も

す

く

な

く

有

之

候

間

、

定

而

不

機

嫌

に

て

 

 
 

有

之

と

存

候

へ

ハ

、

一

段

と

機

嫌

よ

く

、

諸

役

人

共

骨

折

大

儀

 

 
 

に

被

存

候

な

と

ゝ

、

褒

美

い

た

さ

れ

候

、

と

申

上

候

へ

ハ

 

 
 

権

現

様

被

遊

御

笑

、
そ

れ

ハ

其

方

と

も

か

合

点

の

ゆ

か

さ

る

 

 
 

筈

の

事

也

、

紀

伊

守

が

ま

こ

と

の

山

鷹

野

と

い

ふ

も

の

に

て
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物

数

の

多

少

に

か

ま

ひ

な

き

事

也

、

と

上

意

有

之

と

也

 

 
 

 
 

 

権

現

様

、

所

々

御

合

戦

に

何

流

と

有

る

御

軍

法

を

 

 
 

 
 

 

御

用

ひ

不

被

遊

候

事

 

一

 

権

現

様

ニ

ハ

御

年

若

被

成

御

座

候

よ

り

、

数

度

之

陳
（
マ
マ
） 

 
 

に

被

遊

御

立

、

大

小

之

御

合

戦

廻

り

合

等

に

御

出

合

被

遊

候

へ

共

 

 
 

何

流

之

御

軍

法

を

御

用

ひ

被

遊

候

与

有

儀

ハ

無

御

座

、
其

時

 

 
 

々

の

様

子

に

よ

り

、

御

見

合

次

第

御

不

知

被

下

、

い

つ

に

て

も

、

御

勝 

 
 

利

に

て

候

と

也

、

然

る

所

に

、

天

正

年

中

尾

州

長

久

手

に

 

 
 

お

ゐ

て

、
豊

臣

太

閤

秀

吉

の

大

軍

に

御

向

ひ

被

遊

、
小

勢

の

 

 
 

御

味

方

を

以

、

大
キ

な

る

御

勝

戦

を

被

遊

候

付

、

此

後

近

年

之

間

 

 
 

豊

臣

家

と

徳

川

家

と

の

大

合

戦

な

く

て

不

叶

、

と

世

上

に
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お

ゐ

て

も

、

専

ら

取

沙

汰

仕

、

御

家

中

之

儀

ハ

、

猶

以

其

覚

悟
ニ

 

 
 

有

之

候

と

也

、
然

る

処

に

、
三

州

岡

崎

の

城

主

石

川

伯

耆

守

 

 
 

別

心

被

致

、

御

家

を

出

奔

有

て

、

太

閤

へ

随

身

候

付

、

御

家

 

 
 

大

小

之

諸

人

存

候

ハ

、
右

伯

州

義

ハ

同

し

御

家

老

中

と

申

内

 

 
 

に

も

、

酒

井

左

衛

門

尉

・

石

川

伯

耆

守

両

人

之

儀

ハ

、

い

つ

と

て

も 

 
 

御

先

手

を

被

致

、

其

身

の

武

功

な

と

も

勝

れ

候

を

以

 

 
 

御

家

の

壱

人

と

も

可

申

仁

の

、

敵

方

へ

降

参

と

有

て

ハ

 

 
 

御

家

の

軍

立

の

模

様

な

と

も

委

細

に

相

知

申

候

付

、
此

以

後

 

 
 

豊

臣

家

と

の

御

一

戦

と

有

ハ

、
万

事

被

遊

に

く

き

候

事

成

へ

 

 
 

し

、

あ

ふ

の

目

の

ぬ

け

た

る

と

ハ

、

か

や

う

の

事

か

と

有

て

、

人

 

 
 

々

つ

ふ

や

き

候

処

に

 

権

現

様

ニ

ハ

、

伯

耆

守

欠

落

之

儀

を
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何

と

も

思

召

さ

れ

さ

る

御

様

躰

に

て

、

一

段

与

御

機

嫌

宜

被

遊

 

 
 

御

座

候

を

以

、

御

家

中

之

諸

人

不

審

を

た

て

申

如

く

在

之

 

 
 

候

と

也

、

然

る

所

、

其

頃

甲

州

の

御

郡

代

鳥

居

彦

右

衛

門

尉

方
江

被 

 
 

仰

遣

候

ハ

、

信

玄

時

代

被

申

出

た

る

軍

法

等

之

書

付

、

其

外

信

玄

 

 
 

被

用

候

武

器

・

兵

具

の

類

、

何

に

よ

ら

す

、

国

中

へ

相

触

、

取

集

 

 
 

浜

松

の

御

城

内

へ

持

せ

越

候

様
ニ

、

と

被

 

仰

出

、

其

奉

行

ニ

ハ 

 
 

成

瀬

吉

左

衛

門

・

岡

部

次

郎

右

衛

門

、

両

人

を

被 

仰

付

、

惣

元

〆

之 

 
 

儀

ハ

井

伊

直

政

・

榊

原

康

政

・

本

多

忠

勝

此

三

人

立

合

ニ

て

 

 
 

吟

味

被

 

仰

付

、

并

 
御

家

へ

被

 

召

出

候

御

直

参

之

甲

州

 

 
 

衆

之

儀

ハ

不

及

申

、

井

伊

兵

部

江

御

附

被

成

被

置

た

る

面

々

な

 

 
 

と

へ

も

、

信

玄

時

代

之

事

を

さ

へ

存

有

之

候

ハ

ヽ

、

何

事
ニ

よ

ら

す 
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申

上

候

様

ニ

と

の

義

に

て

、

悉

く

御

取

集

被

遊

、

御

吟

味

之

上

 

 
 

ニ

而

御

家

諸

色

之

義

を

信

玄

流

に

被

遊

か

へ

さ

せ

ら

れ

、
其

 

 
 

年

の

霜

月

上

句

の

頃

に

至

り

 

御

家

御

軍

法

、

万

事

 

 
 

其

儀

を

、

自

今

以

後

ハ

武

田

流

に

被

遊

候

間

、

左

様
ニ

相

心

得

候

様 

 
 

ニ

と

、

御

旗

本

中

之

儀

ハ

不

及

申

、

家

中

末

々

の

者

迄

、

承

知

 

 
 

仕

と

て

、

御

触

御

座

候
与

也

、

其

年

北

條

氏

政

・

氏

直

父

子

、

領

 

 
 

分

之

堺

目

見

分

と

し

て

、

国

廻

り

之

序

に

、

三

嶋

へ

も

可

被

 

 
 

相

越

旨

風

聞

候

付

、 

権

現

様

よ

り

氏

政

江

被

 

仰

遣

候

ハ

 

 
 

我

等

義

多

年

御

隣

国

に

罷

在

、

其

上

近

年

之

義

ハ

、

御

縁

 

 
 

者

に

も

罷

成

候

へ

と

も

、

御

息

氏

直

へ

ハ

、

い

ま

た

対

面

不

致

候

処 

 
 

幸

此

度

三

嶋

迄

御

越

候

旨

承

及

候

間

、

御

父

子

へ

懸

御

目

候

様
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致

度

之

旨

、

被

仰

遣

候

処

、

氏

政

、

返

答

被

申

候
者

、

被

仰

越

候

趣 

 
 

致

承

知

候

、

兼

而

此

方

ニ

茂

左

様

ニ

存

寄

罷

在

候

事

ニ

候

間

 

 
 

今

度

三

嶋

迄

罷

出

候

節

、
木

瀬

河

を

隔

て

可

懸

御

目

、
と

の

 

 
 

返

答

被

申

候

付

、

木

瀬

河

を

隔

、

御

対

面

と

有

る

ハ

、

悉

皆

（
し
っ
か
い
） 

 
 

隣

国

会

盟

之

作

法

の

如

く

ニ

て

、

御

縁

者

ニ

罷

成

た

る

専 （
詮
）

茂

 

 
 

無

之

、

世

上

の

聞

へ

も

い

か

ゝ

に

候

間

、

我

等

三

嶋

へ

参

り

可

懸 

 
 

御

目

候

、

御

旅

館

之

義

と

申

御

心

労

事
ニ

候

へ

ハ

、

御

馳

走

か

ま

 

 
 

し

き

義

を

ハ

必

御

無

用

ニ

候

と

、

可

被

 

仰

遣

と

の

儀

を

、

酒

井

 

 
 

左

衛

門

尉

承

れ

 

御

前

へ

罷

出

、
被

申

上

候

ハ

、
此

度

北

条

氏

政

 

 
 

父

子

へ

御

対

面

可

被

成

旨

被

 
仰

越

候

処

、

氏

政

方

よ

り

木

瀬

河

 

 
 

を

隔

て

可

被

懸

御

目

と

の

御

返

答

を

被

申

越

候

由

、

左

様

成

る
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う

つ

け

た

る

事

を

申

あ

り

か

せ

候

仁

へ

、

御

逢

被

成

度

と

有

る

ハ

専
（
詮
） 

 
 

な

き

御

事

候

、

今

度

三

嶋

へ

御

越

被

成

、

御

対

面

被

成

ニ

於

て

ハ

 

 
 

北

條

家

之

旗

下

に

御

成

被

遊

た

る

、

と

世

上

に

於

て

取

 

 
 

沙

汰

可

仕

間

、
左

様

ニ

て

ハ

 

御

家

之

名

折

れ

に

罷

成

候

間

 

 
 

御
無
用
可
被
成
与

達
而

（
た
っ
て
）

被
申
上
候
得
へ
と
も
御
同
心
不
被
遊
、
思
召
之
通 

 
 

被

 

仰

遣

候

へ

ハ

、

氏

政

こ

と

の

外

悦

喜

に

て

、

有

之

大

道

寺

 

 
 

孫

九

郎

・

山

角

紀

伊

守

、

両

人

を

以

、

御

馳

走

奉

行

に

被

申

付

 

 
 

御

出

の

御

日

限

相

究

候

付

、

前

日

に

至

り

、

沼

津

の

城

迄

御

越

 

 
 

被

遊

、

当

日
ニ

成

、

三

嶋

へ

被

成

御

越

候

所

、

終

日

終

夜

御

馳

走

在 

 
 

之

候

と

也

、

御

帰

之

節

、

沼

津

之

城

、

外

郭

之

塀

矢

倉

を

 

 
 

取

こ

ほ

ち

候

を

、

北

條

家

御

見

送

り

と

し

て

参

候

使

者

を
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被

 

召

呼

被

成

御

見

せ

、

今

度

父

子

之

衆

へ

面

談

申

上

ハ

、

弥

以

 

 
 

御

心

易

き

間

柄

ニ

而

、

堺

め

（
境
）

の

城

に

ハ

不

及

と

思

召

、

外

曲

輪

の

 

 
 

要

害

を

ハ

、

取

崩

さ

せ

候

間

、

其

方

能

見

置

、

此

趣

を

氏

政

・

氏

 

 
 

直

父

子

へ

申

達

候

様
ニ

、
と

御

直
ニ

被

 

仰

渡

候

と

也

、
右

之

次

第

 

 
 

世

上

に

か

く

れ

な

く

、

上

方

へ

も

相

聞

へ

候

を

以

、

扨

は

徳

川

 

 
 

家

と

北

條

家

と

ハ

元

来

縁

者

、

猶

又

此

度

如

何

様

之

云

 

 
 

合

せ

ニ

て

も

有

之

候

哉

、

と

諸

人

疑

ひ

を

な

し

、

就

中

（
な
か
ん
づ
く
）

一

切

 

 
 

の

軍

法

を

、

信

玄

流

に

御

改

か

へ

候

と

の

取

沙

汰

有

之

、

以

後

 

 
 

と

て

も

、

秀

吉

卿

、

石

川

伯

耆

へ

も

御

懇

意

に

お

ゐ

て

ハ

、

何

 

 
 

の

替

り

た

る

様

子

も

無

之

候

へ

と

も

、

秀

吉

の

旗

本

に

て

 

 
 

ハ

、

諸

人

と

も

に

石

川

伯

耆

事

を

古

暦

と

あ

た

名

を

付

け
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唱

へ

候

と

な

り

、

其

後

徳

川

家

と

手

切

之

大

合

戦

可

有

之

 

 
 

と

の

風

説

な

と

も

、

ひ

し

と

相

止

候

と

な

り

 

 
 

 
 

 

権

現

様

、

或

時

御

軍

法

御

咄

之

事

 

一

 

権

現

様

、

或

時

被

遊

 

御

意

候

ハ

、

今

時

之

人

々

、

頭

を

（
か
し
ら
）

も

す

 

 
 

る

者

共

、

軍

法

た

て

を

し

て

、

床

机

に

腰

を

か

け

、

采

幣

 

 
 

を

以

人

数

を

さ

し

仕

ひ

、

手

を

も

よ

こ

さ

す

、

口

先

の

下

知

計

 

 
 

に

て

軍

に

勝

る

ゝ

も

の

と

心

得

る

ハ

、

大

き

な

る

違

ひ

也

 

 
 

一

手

の

将

た

る

も

の

、

味

方

諸

人

の

*

ぼ

ん

の

く

ぼ

は

か

り

を

 

 
 

見

て

居

て

、

合

戦

な

と

に

勝

た

る

ゝ

も

の

に

て

な

し

、

と

 

 
 

被

 

仰

候

と

也

 

 
 

 
 

 

尾

張

・

紀

伊

国

両

家

江

御

家

老

職

之

者

被

 

仰

候

事
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一
 

権

現

様

、

駿

府

に

被

成

御

座

候

節

、

尾

張

殿

・

紀

伊

殿

御

両

家

へ

 

 
 

御

家

老

職

之

仁

、

壱

人

ツ

ヽ

御

附

被

成

と

の

思

召

に

て

、

松

平

周

坊

守 

 
 

永

井

右

近

両

人

江

御

内

意

有

之

候

処

、

右

両

人

共

ニ

、

た

と

へ

 

 
 

御

草

履

を

取

候

而

成

と

も

、

其

侭

御

旗

本

ニ

御

奉

公

申

上

度

と

の

 

 
 

願

に

て

、

御

免

被

仰

候

と

の

取

沙

汰

な

と

も

在

之

候

付

、

其

跡

 

 
 

に

て

ハ

人

に

よ

り
 

御

上

よ

り

も

被

 

仰

付

に

く

ゝ

、

下
ニ

て

も

 

 
 

御

請

仕

か

た

く

可

有

之

か

と

、

諸

人

さ

ゝ

や

き

あ

ひ

候

と

也

、

其

折 

 
 

し

も

、

ち

と

御

持

病

な

と

も

御

差

発

被

遊

、

御

食

事

の

御

す

ゝ

ミ

 

 
 

も

御

座

な

く

、

そ

れ

ゆ

へ

御

鷹

野

に

も

不

被

為

 

成

候

と

な

り

 

 
 

其

時

、

安

藤

帯

刀

・

成

瀬

隼

人

、

両

人

打

寄

、

ひ

そ

か

に

相

談

被

致 

 
 

候

ハ

、

此

間

 

大

御

所

様

ニ

ハ

御

両

殿

江

之

御

附

人

之

儀

を

殊
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之

外

御

苦

労

に

被 

思

召

候

と

の

御

事
ニ

候

、

何

を

仕

る

も

御

奉

公 

 
 

之

事

に

候

間

、

両

人

申

合

、

御

願

可

申

上

と

の

義

に

て

、

私

共

 

 
 

不

調

法

者

と

も

に

候

へ

と

も

、

不

苦

被 

思

召

候

ハ

ヽ

、

御

意

次

第 

 
 

御

両

殿

へ

御

奉

公

可

申

上

、

と

有

之

候

へ

ハ

、

 

権

現

様

殊

之

外

 

 
 

御

機

嫌

に

て

、

両

人

の

心

さ

し

御

満

悦

被

成

候

、

御

両

殿

江

者

 

 
 

御

附

被

成

候

得

と

も

、

只

今

迄

之

通

り

 

公

儀

之

御

用

等

を

も

 

 
 

不

被

相

替

可

被

 
仰

付

候

間

、

左

様

相

心

得

可

罷

在

旨

、

被

 

 
 

仰

出

、

尾

張

殿

へ

成

瀬

隼

人

正

、

紀

伊

殿

へ

安

藤

帯

刀

を

御

付

 

 
 

被

遊

候

、

其

後

水

戸

殿

へ

中

山

備

前

守

御

付

被

遊

候

と

な

り

 

 
 

 
 

 

大

坂

落

城

之

時

 

権

現

様

茶

臼

山

よ

り

 

 
 

 
 

 

御

覧

被

遊

候

節

之

事
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一
 

大

坂

に

て

五

月

七

日

落

城

之

節

、

城

方

之

者

共

と

相

見

へ

 

 
 

四

・

五

百

人

計

一

所

に

か

た

ま

り

居

候

を

、

 

権

現

様

茶

臼

山

 

 
 

の

上

よ

り

被

遊

 

御

覧

、

幸

ひ

之

事

ニ

候

間

、

尾

張

殿

、

紀

伊

 

 
 

国

殿
江

も

御

取

餌

可

（
掛
）

被

遊

と

の 

上

意
ニ

て

、

御

両

殿

共
ニ

、

早

く 

 
 

御

越

被

成

候

様
ニ

と

の

御

事
ニ

候

へ

と

も

、
少

御

延

引
ニ

て

、
御

使

役

衆 

 
 

を

被

為

 

召

、

隼

人

之

腰

ぬ

け

め

に

*

右

兵

衛

を

は

や

く

連

て

 

 
 

う

せ

を

れ

と

い

へ

、

と

の

御

口

上

を

、

と

り

も

直

さ

す

、

尾

張

衆 

 
 

何

れ

も

承

候

所

に

て

、

被

申

渡

候

へ

ハ

、

隼

人

聞

も

あ

へ

す

、

こ

の 

 
 

隼

人

ハ

終

に

腰

を

ぬ

か

し

た

る

覚

へ

ハ

無

之

候

、

左

様

ニ

被

 

 
 

仰

候

御

人

こ

そ

、

武

田

信

玄

に

御

出

会

之

節

、

腰

を

御

ぬ

か

し

 

 
 

あ

ら

れ

候

と

、

諸

人

の

承

る

こ

と

く

、

大

音

に

被

申

候

と

也

、

御

帰 
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陳

以

後

、

隼

人

名

古

屋

よ

り

駿

府

へ

参

上

し

て

 

 
 

権

現

様

之

 

御

前

へ

罷

出

、

被

申

上

候

ハ

、

去

ル

頃

大

坂

落

城

 

 
 

之

日

、

義

直

公

を

茶

臼

山
江

被

 

召

呼

候

節

、

少

御

遅

参

候

と

て

 

 
 

御

腹

立

被

遊

、

重

て

 

御

使

を

以

て

、

隼

人

の

腰

ぬ

け

め

に

早

く

 

 
 

御

供

仕

候

様
ニ

と

被

仰

下

、

私

儀

ハ

、

し

ら

み

頭

之

節

よ

り

御

心 

 
 

安

く

被 

召

仕

た

る

者

之

儀
ニ

御

座

候

へ

ハ

、
如

何

様
ニ

御

口

き

た

な

く 

 
 

被

 

仰

候

て

も

、

其

通

り

の

事
ニ

御

座

候

、

 

御

前

様

之

御

口

上

 

 
 

之

通

を

其

侭

に

て

、

諸

人

の

承

と

有

る

考

へ

も

な

く

、

私

江

 

 
 

申

聞

候

如

く

な

る

勘

弁

も

な

き

も

の

に

、

御

使

番

抔

申

、

大

 

 
 

切

な

る

御

役

儀

を

被 

仰

付

被

差

置

候

と

有

ハ

不

可

然

候

、

右

兵

衛

様 

 
 

今

程

御

年

若
ニ

も

被

成

御

座

候

へ

ハ

、

尾

張

一

家

中
ニ

て

ハ

、

私

を
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鑓

柱

の

様

に

い

つ

れ

も

そ

ん

（

存

）

し

入

罷

在

候

処

に

、

隼

人

の

腰

抜

 

 
 

め

、

な

と

ゝ

有

る

 

御

意

を

蒙

り

候

而

ハ

、

私

義

ハ

重

而

口

も

き

 

 
 

か

れ

不

申

候

、

諸

人

の

存

入

も

ち

か

ひ

申

に

付

、

其

節

恐

れ

が

 

 
 

ま

し

き

御

返

答

申

上

候

間

、

定

而

 

御

聞

ニ

も

相

違

し

 

 
 

可

申

と

、

其

段

恐

入

奉

存

候

与

被

申

上

候

へ

ハ

 

 
 

権

現

様

被

遊
 

御

聞

、

そ

れ

ハ

其

方

か

申

処

、

尤

至

極

也

 

 
 

と

の

 

上

意

に

て

有

之

候

也

 

 
 

 
 

 

尾

張

殿

、
紀

伊

国

殿

江

御

見

廻

之

節

、
御

対

延

（

面

脱

ヵ

）

引

 

 
 

 
 

 

ニ

付

安

藤

帯

刀

御

異

見

被

申

候

事

 

一

 

江

戸

表

に

於

て

、

或

時

尾

張

殿

御

事

、

紀

伊

殿

江

御

見

舞

之

節

 

 
 

頼

宜

公

に

は

御

髪

に

御

結

ひ

懸

り

、
御

出

会

之

儀

遅

候

ニ

付
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義

直

公

、

安

藤

帯

刀

江

被

 

仰

候

者

、

別

に

用

事

と

て

も

無

之

 

 
 

候

へ

と

も

、

此

辺

を

通

り

候

付

立

寄

候

、

其

方
ニ

逢

、

無

事

之

由

 

 
 

聞

候

上

ハ

、
面

談
ニ

者

不

及
与

被

仰

、
御

立

被

成

候

を

、
今

少

御

待

被

遊 

 
 

被

下

候

様
ニ

と

申

上

、

帯

刀

ハ

頼

宜

公

の

御

側
江

参

り

、

尾

張

様
ニ

ハ 

 
 

御

待

か

ね

被

成

候

に

や

、

御

帰

可

被

成

と

被

仰

候

を

、

今

少

し

と

申 

 
 

上

候

付

、

御

待

被

遊

御

座

候

、

只

今

 

御

前

様

ニ

も

御

親

方

と

 

 
 

て

ハ

尾

張

様

計

ニ

て

御

座

候

処

、

あ

な

た

様

な

と

を

御

待

た

せ

 

 
 

被

成

義

ハ

御

座

有

間

敷

物

に

て

御

座

候

哉

と

被

申

上

候

へ

ハ

 

 
 

御

心

得

被

成

と

て

、

早

々

ニ

御

仕

廻

あ

ら

れ

、

御

対

顔

相

済

 

 
 

尾

張

殿

御

帰

以

後

、

頼

宜

公

に

ハ

御

髪

を

そ

ろ

へ

候

仁

を

、

御

 

 
 

呼

出

し

、

先

程

尾

張

殿

御

出

之

節

、

我

ら

お

そ

く

出

候

と

て
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帯

刀

殊

之

外

叱

り

た

る

時

、

我

等

落

涙

せ

し

躰

を

定

て

 

 
 

鏡

に

移

り

（
映
）

、

其

方

ハ

見

候

哉

と

御

尋

ニ

付

、

御

意

之

こ

と

く

 

 
 

御

落

涙

被

遊

候

御

顔

色

の

御

鏡

に

う

つ

ら

せ

ら

れ

候

を

 

 
 

見

上

申

候

、

尤

尾

張

様

之

儀

と

ハ

申

な

か

ら

、

余

り

な

る

 

 
 

帯

刀

被

申

上

様

と

、

私

式

の

も

の

ゝ

心

に

も

存

候

、

と

申

上

候 

 
 

へ

ハ

、

頼

宜

公

被

成

御

聞

、

其

方

な

と

心

に

ハ

定

而

左

様

ニ

推

 

 
 

量

す

へ

き

と

お

も

ふ

に

付

、

尋

ね

た

る

そ

、

先

程

帯

刀

か

 

 
 

我

等

へ

云

聞

た

る

こ

と

く

の

義

を

難

有

て

云

も

の

と

て

ハ

 

 
 

外

ニ

ハ

無

之

、

何

の

様

な

る

事

を

も

云

聞

せ

兼

ま

し

き

 

 
 

も

の

と

被

 

思

召

、

我

等

へ

被

遊

御

附

下

さ

れ

た

る

御

心

入

の

程

 

 
 

難

有

仕

合

な

り

と

、

 

権

現

様

の

御

事

を

お

も

ひ

出

し
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覚

へ

す

落

涙

さ

し

と

御

申

聞

ら

れ

候

と

也

 

 
 

 
 

 

水

戸

頼

房

公

御

若

年

之

時

、

男

た

て

の

事

 

一

 
水

戸

頼

房

公

、

御

年

若

き

頃

、

こ

と

の

外

男

立

を

被

成

、

か

い

ら

 

 
 

き

鮫

の

掛

り

た

る

長

刀

に

金

鍔

を

御

打

、

御

衣

服

等

に

も

 

 
 

紅

裏

を

御

附

、

其

外

御

不

行

跡

成

義

共

在

之

、

江

戸

中

 

 
 

上

下

之

取

沙

汰

に

御

逢

候

付

、

御

附

人

の

御

家

老

中

山

 

 
 

備

前

守

、

毎

度

色

々

御

異

見

申

上

候

へ

と

も

、

御

用

ひ

無

之

 

 
 

候

と

也

、

或

時

御

老

中

方

よ

り

備

前

守

江

奉

書

を

以

、

御

用

 

 
 

之

儀

有

之

候

間

、

明

四

時

登
 

城

候

様

ニ

と

有

之

付

、

備

前

守

 

 
 

登

 

城

被

致

候

処

、

御

老

中

方

被

申

候

者

、

今

日

其

元

被

為

 

 
 

召

候

御

用

之

品

ハ

、

我

等

共

不

存

事

ニ

候

、

定

而

後

刻

 



駿河土産 75 

 
 

御

直

に

御

用
ニ

て

可

有

之

と

也

、

備

前

守

被

申

候
者

、

い

つ

れ

も

 

 
 

方

々

も

御

存

な

き

御

用

之

筋

に

て

、

私

義

 

御

前

へ

被

為

 

 
 

召

候

与

有

之

ニ

付

而

ハ

、

我

等

之

存

当

り

た

る

義

有

之

候

、

定

而

 

 
 

水

戸

殿

御

行

跡

之

儀

を

御

尋

可

被

遊

と

の

御

事

と

奉

察

候

 

 
 

有

躰

に

申

上

候

へ

ハ

、

御

主

人

之

悪

事

を

御

訴

へ

申

に

あ

た

り

 

 
 

又

私

不

存

候

と

申

、

或

ハ

悪

し

き

を

宜

し

き

様

之

取

成

申

 

 
 

上

候

へ

ハ

 

御

上

を

あ

さ

む

き

奉

り

、
御

後

江

く

ら

き

と

申

 

 
 

も

の

に

て

候

へ

ハ

、

私 

御

前

へ

罷

出

候
而

之

い

た

し

方

無

御

座

候 

 
 

ニ

付

、

被

為 

召

候

と

の

義
ニ

付

、

登 

城

ハ

仕

候

得

共

、

私

ハ

退

出 

 
 

仕

候

、 

御

意

違

背

之

私

義

ニ

御

座

候

得

ハ

御

機

嫌

そ

ん

し

 

 
 

御

仕

置

被

 

仰

付

候

段

ハ

覚

悟

仕

罷

在

候

と

な

り

、

御

老

中

方
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何
（
い
づ
れ
）

茂

御

差

留

候

へ

と

も

、

備

前

守

承

引

な

く

、

帰

宅

之

節

、

上

 

 
 

屋

敷

へ

立

寄

候

所

に

、

頼

房

公

ニ

も

、

今

日

備

前

守

壱

人

を

 

 
 

御

用

と

し

て

被

為

 

召

候

段

、

御

合

点

不

参

ニ

付

、

御

用

相

済

 

 
 

備

前

守

帰

候

を

、

御

待

御

座

候

付

、

早

速

被

召

出

候

上
ニ

て

、

備

前

守 

 
 

御

城
ニ

て

の

次

第

を

申

上

、

私

義

ハ

 

公

方

様

よ

り

何

分

之

御

科 

 
 

め

に

可

被

 
仰

付

も

難

計

、

先

切

腹

と

覚

悟

を

相

究

め

 

 
 

罷

在

候

、

此

上

な

か

ら

残

念

成

義

三

ヶ

条

御

座

候

、

第

一

ニ

者

 

 
 

私

才

智

無

御

座

候

故
 

御

前

様

御

聞

済

御

行

跡

等

御

改

 

 
 

被

遊

候

様

之

御

異

見

を

申

、

叶

へ

候

義

を

不

仕

候

、

二
ニ

ハ

御

年

若 

 
 

な

る

御

前

様
ニ

て

御

座

候

へ

共

、

此

備

前

守

を

御

附

置

被

成

候

而

 

 
 

ハ

、

御

気

遣

も

無

御

座

義

と

御

安

堵

ニ

被

 

思

召

候

 若
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権

現

様

之

 

御

目

か

ね

を

御

相

違

に

な

し

奉

り

、

今

更

申

 

 
 

分

も

無

御

座

候

仕

合

と

奉

存

候

、

三

ニ

ハ

、

疾

よ

（
と
く
）

り

心

付

不

申

 

 
 

ニ

て

ハ

無

御

座

候

得

と

も

、

彼

是

見

合

罷

在

候

内

、

延

引

仕

御

不

行 

 
 

跡

之

御

相

談

相

手

与

罷

成

候

不

届

之

奴

原

を

成

敗

不

仕

 

 
 

し

て

、

あ

ん

を

ん

（

安

穏

）

に

差

置

候

、

私

相

果

候

ニ

於

て

ハ

弥

御

行

 

 
 

跡

の

障

り

に

可

罷

成

候

必

定

之

事

ニ

候

、

た

と

へ

私

義

切

 

 
 

腹

仕

、

身

命

ハ

終

り

候

而

も

、

魂

ハ

此

御

殿

の

内

を

ハ

は

な

れ

 

 
 

申

間

敷

間

、

願

く

ハ

御

行

跡

を

御

改

メ

被

遊

、

御

上

之

 

 
 

思

召

ニ

も

御

叶

被

遊

候

こ

と

ゝ

御

座

有

り

度

義

と

奉

存

候

 

 
 

私

今

生

之

御

暇

迄

ニ

て

御

座

候

へ

者

、

御

盃

を

頂

戴

被

 

 
 

仰

付

被

下

候

へ

、

と

申

上

、

御

小

性

衆

（
姓
）

御

酒

御

盃

を

、

と

備

前

守 
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申

候

を

、

頼

房

公

御

聞

被

成

、

御

小

納

戸

衆

を

御

呼

あ

ら

れ

、

日 

 
 

こ

ろ

御

用

被

成

た

る

伊

達

拵

の

御

刀

・

脇

差

・

御

衣

類

等

迄

 

 
 

悉

く

取

出

し

、

持

参

候

様

ニ

と

有

之

、

備

前

守

見

申

所

ニ

於

て 

 
 

御

小

姓

衆

不

残

分

ヶ

被

下

、

其

上

ニ

て

御

脇

差

の

御

鍔

元

 

 
 

を

く

つ

ろ

け

ら

れ

、

御

小

刀

を

以

て

御

う

ち

被

成

、

向

後

之

儀

ハ

 

 
 

御

行

跡

を

御

改

被

成

候

間

、

気

遣

仕

間

敷

旨

、

備

前

守

江

被

仰

 

 
 

聞

候

と

也

、

右

備

前

守

、

登

 

城

之

節

，

御

老

中

方

へ

段

々

之

 

 
 

存

寄

申

達

、

帰

宅

之

由

、

 

上

聞

に

達

し

候

へ

ハ

 

 
 

公

方

様

に

も

、

備

前

守

か

左

様

之

了

見

な

ら

ハ

、

水

戸

の

 

 
 

行

跡

ハ

直

る

に

て

あ

る

へ

し

、

重

畳

の

事

也

、

と

の

 

 
 

上

意

に

有

之

候

よ

し
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右

三

人

衆

之

義

を

書

記

し

候

事

者

 

 
 

 
 

権

現

様

御

目

か

ね

を

以

て

、

御

三

家

江

御

後

見

と

し

て

 

 
 

 
 

御

附

人

に

被 

仰

付

候

処

、

御

見

立

之

通

、

三

人

共
ニ

一

器 

 
 

 
 

量

ツ

ヽ

有

之

た

る

衆

中

ニ

候

と

の

証

拠

の

た

め

、

一

 

 
 

 
 

ヶ

条

ツ

ヽ

書

付

候

也

 

 
 

 
 

 

松

平

薩

摩

守

忠

吉

公

、

御

死

去

之

事

 

一

 

松

平

薩

摩

守

忠

吉

公

、

尾

州

よ

り

江

戸

表

江

参

勤

 

 
 

御

逗

留

之

内

、

御

煩

ひ

出

し

、

御

病

気

御

大

切

之

よ

し

、

諸

医

と

も 

 
 

申

之

由

、

上

聞

に

達

し

 

将

軍

も

薩

摩

守

殿

旅

 

 
 

宅
江

被

遊 

被

成

候

と

也

、

然

る

処

に

少

々

御

快

気
ニ

付

、

尾

州

へ

 

 
 

御

帰

城

あ

ら

れ

、

養

生

可

然

と

の

義

に

て

、

江

戸

表

を

御

発

駕
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被

成

候

所

、

品

川

に

て

御

病

気

御

差

重

、

御

養

生

不

被

成

御

叶

 

 
 

御

死

去

ニ

付

、

増

上

寺

ニ

お

ゐ

て

御

取

置

等

有

之

節

、

御

近

習 

 
 

之

侍

三

人

殉

死

を

遂

候

由

 

権

現

様

之

達

 

御

聴

、

其

節

 

 
 

江

戸

御

老

中

よ

り

不

被

差

留

し

て

不

叶

義

也

、

其

上

不

 

 
 

留

に

お

ゐ

て

ハ

 

上

意

を

以

急

度

御

差

留

可

被

成

候

義

也

 

 
 

と

の

 

仰

に

て

、

以

之

外

御

機

嫌

悪

敷

、

其

節

 

 
 

上

意

被

遊

候

ハ

、

此

殉

死

と

い

ふ

事

ハ

古

来

よ

り

有

事

な

れ

共

 

 
 

何

事

の

用

に

も

不

立

儀

也

、

夫

程

に

主

人

之

儀

を

大

切

ニ

 

 
 

思

ふ

な

ら

ハ

弥

身

を

全

く

し

て

、

跡

目

の

主

人

ニ

も

身

命

 

 
 

を

な

け

う

ち

て

奉

公

い

た

し

、

若

自

然

之

儀

も

在

之

節

は

 

 
 

肝

要

之

用

に

立

て

相

果

可

申

、

と

の

心

懸

有

り

て

こ

そ

 



駿河土産 81 

 
 

尤

の

義

な

る

を

、

何

の

用

に

も

立

ぬ

追

腹

を

切

て

死

ぬ

る

 

 
 

と

あ

る

は

、

犬

死

と

い

ふ

も

の

也

、

畢

竟

ハ

主

人

か

う

つ

け

ゆ

へ

の 

 
 

義

な

る

そ

、

と

有

 

上

意

之

趣

江

戸

表

ニ

も

相

聞

へ

、

依

之

 

 
 

其

後

、

越

前

中

納

言

秀

康

公

、

越

前

北

之

庄

の

城

に

て

死

去

 

 
 

あ

ら

れ

候

段

、

江

戸

表

へ

相

聞

へ

け

れ

ハ

、

宿

次

を

以

家

中

之 

 
 

侍

共

之

内

、

若

殉

死

を

遂

へ

き

と

申

者

在

之

候

共

、

堅

制

 

 
 

禁

す

へ

き

旨

、

越

前

家

老

中

、

と

有

奉

書

を

被

成

下

候

と

也

 

 
 

 
 

権

現

様
ニ

ハ

、

右 

上

意

之

趣
ニ 

思

召

候

付

、

御

在

世

之 

 
 

 
 

間

、

御

厚

恩
ニ

預

り

被

申

た

る

衆

中

、

大

身

・

小

身

へ

か

け 

 
 

 
 

数

限

り

も

無

之

候

へ

共

、

御

他

界

之

節

、

御

供

と

申

て

ハ

 

 
 

 
 

壱

人

も

無

之

 

台

徳

院

様

ニ

も

右

 

上

意

之

趣

、

御

守
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被

遊

候

を

以

、

殉

死

之

衆

と

て

ハ

無

之

候

と

也

 

 
 

 
 

 

武

道

を

嗜

者

、

（
た
し
な
む
も
の
）

戦

場

へ

之

覚

悟

可

有

之

と

の

 

 
 

 
 

 

権

現

様

 

上

意

之

事

 

一

 

権

現

様
 

上

意

ニ

、

武

道

を

た

し

な

む

侍

ハ

、

戦

場

へ

趣

く

（
赴
）

 

 
 

か

ら

ハ

討

死

を

と

く

へ

き

、

と

の

心

か

け

な

く

し

て

ハ

叶

ふ

へ

 

 
 

か

ら

す

、

白

歯

の

者

ハ

歯

の

黄

色

に

な

ら

ぬ

よ

う

に

と

心

 

 
 

懸

、

髪

に

も

匂

ひ

を

と

む

る

か

よ

し

、

と

有

仰

を

承

伝

へ

 

 
 

ら

れ

た

る

面

々

ハ

、

大

坂

両

度

之

御

陣

之

節

、

伽

羅

を

ハ

 

 
 

少

々

ツ

ゝ

持

参

被

致

候

得

共

、

香

炉

無

之

故

、

五

月

七

日

ニ

も

 

 
 

髪

に

香

を

留

メ

被

申

た

る

衆

と

て

ハ

、

御

近

習

に

壱

人

 

 
 

も

無

之

候

と

也

、

同

し

く

 
上

意

ニ

小

身

の

武

士

着

料

の
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具

足

を

申

付

、

を

ど

さ

せ

候

時

、

胴

・

小

手

其

外

ハ

麁

相

ニ

致

 

 
 

さ

せ

候

共

、

甲

に

は

念

を

入

る

心

得

か

よ

き

そ

、

子

細

ハ

討

死

を 

 
 

遂

ら

れ

る

時

、

甲

ハ

首

と

一

所

ニ

敵

の

手

に

渡

る

も

の

也

 

 
 

然

れ

者

、
死

後

の

為

に

て

ハ

な

き

か

 

と

の

 

仰

に

有

之

候

と

也

 

 
 

 
 

右

之
 

上

意

ニ

付

、

上

田

主

水

入

道

宗

古

斎

、

物

語

候

ハ

 

 
 

 
 

侍

ハ

戦

場

に

お

ゐ

て

討

死

を

遂

、

首

に

ニ

な

（
衍
字
）

り

た

る

 

 
 

 
 

時

の

義

を

心

に

懸

た

る

か

能

な

（
よ
き
）

り

、

去

に

依

て

、

月

代

 

 
 

 
 

な

と

う

し

ろ

さ

か

り

な

る

ハ

、

首

に

成

た

る

時

、

詑

言

つ

ら 

 
 

 
 

に

な

り

て

見

く

る

し

き

間

、

う

し

ろ

高

に

そ

り

た

 

 
 

 
 

る

か

よ

し

、

か

ミ

そ

り

を

者

陣

中

へ

も

持

参

い

た

し

 

 
 

 
 

明

日

ハ

必

一

戦

と

知

れ

た

る

前

日

ニ

ハ

さ

か

や

き

を

剃
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首

を

き

れ

い

に

致

心

得

専

一

之

由

、

宗

古

斎

、

咄

の

由

也

 

 
 

 
 

 

大

坂

冬

御

陳

之

節

 

権

現

様

御

陳

江

正 （
政
）

宗

・

義

宣

 

 
 

 
 

 

景

勝

同

道

ニ

而

被

参

候

事

 

一

 

大

坂

冬

御

陳

之

節

 

権

現

様

、

住

吉

の

御

陳

江

御

機

嫌

 

 
 

伺

と

し

て

、

伊

達

正

宗

（
政
）

・

佐

竹

義

宣

・

上

杉

景

勝

三

人

 

 
 

同

道

に

て

被

参

た

る

義

有

之

、

政

宗

ハ

猩

々

緋

の

袖

 

 
 

な

し

羽

織

に

、

白

熊

に

て

菊

と

ち

付

朱

さ

や

の

脇

指

 

 
 

白

銀

の

打

鮫

、

紅

の

腕

ぬ

き

也

、

佐

竹

ハ

常

式

之

黒

き

 

 
 

羽

織

に

五

本

骨

の

扇

を

大

き

に

し

て

付

ら

れ

た

る

迄

 

 
 

な

り

、

上

杉

ハ

黒

き

と

し

お

り

の

羽

織

に

金

に

て

芦

を

 

 
 

縫

、

白

鷺

を

縫

に

い

た

し

、

忝

き

（
か
た
じ
け
な
）

ひ

も

を

付

て

着

被

致

候

と

也
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三

人

衆

退

出

の

跡
（
マ
マ
）

ニ

て

 

権

現

様

被

 

仰

候

ハ

、

景

勝

ハ

律

義 

 
 

な

る

人

を

定
而

被

仕

、

側

之

者

共

の

仕

業

に

こ

そ

笑

止

成

こ

と

成

 

 
 

と

の
 

上

意

ニ

て

、

御

わ

ら

ひ

被

遊

候

と

也

 

 
 

 
 

 

大

坂

御

陳

御

扱

に

成

、

御

悦

と

し

て

城

中

よ

り

織

田

 

 
 

 
 

 
有

楽

・

大

野

修

理

両

人

、

茶

臼

山

江

参

上

之

事

 

一

 

大

坂

冬

御

陳

御

あ

つ

か

ひ

に

成

、

事

済

候

付

御

悦

と

し

て

城

 

 
 

中

よ

り

織

田

有

楽

・

大

野

修

理

両

人

、

茶

臼

山

の

御

陳

へ

 

 
 

最

初

に

来

り

、

其

後

七

組

之

頭

を

初

メ

兼

て

御

出

入

之

面

々

 

 
 

ハ

御

太

刀

・

折

紙

を

差

上

、

各

 

御

目

見

申

上

る

中

ニ

、

織

田

 

 
 

雲

生

寺

計

ハ

（
ば
か
り
）

麁

末

成

扇

子

を

二

本

台

ニ

載

、

雲

生

寺

 

 
 

八

方

院

土

用

坊

と

云

下

ヶ

札

を

付

持

参

候

と

な

り
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雲

生

寺

、

夏

陳

之

節

ハ

、

親

父

有

楽

と

一

所

ニ

城

を

 

 
 

 
 

被

出

候

付

、

組

下

の

諸

浪

人

共

の

義

ハ

、

大

庭

土

佐

と

申

者

 

 
 

 
 

支

配

仕

候

と

な

り

 

 
 

 
 

 

大

坂

冬

御

陳

之

節

、

下

町

筋

自

焼

之

事

 

一

 

大

坂

冬

陳

之

節

、

城

方

よ

り

下

町

筋

を

自

焼

い

た

し

 

 
 

候

刻

、

高

麗

橋

を

も

焼

落

し

た

る

と

も

申

、

又

左

様

 

 
 

ニ

ハ

無

之

と

も

申

、

一

円

議

定

不

仕

候

付

、

小

栗

又

一

に

見

分 

 
 

い

た

し

参

候

へ

と

被 
仰

付

候

へ

ハ

、

罷

越

帰

り

候
而

、

高

麗

橋

ハ 

 
 

其

侭

に

て

有

之

候

与

申

上

候

得

ハ

、

御

聞

被

遊

、

若

高

麗

 

 
 

橋

を

も

焼

落

す

に

於

て

ハ

城

中

之

奴

原

悉

く

ほ

 

 
 

し

殺

に

し

て

く

れ

ん

と

お

も

ひ

つ

る

に

、

と

の

 

上

意

に

て
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何

と

も

使

番

之

者

共

ハ

見

届

さ

る

そ

、

と

仰

有

け

れ

は

 

 
 

又

一

い

つ

れ

も

臆

病

も

の

共
ニ

候

申

ゆ

へ

、

近

く

へ

寄

て

見

候

ハ

ヽ 

 
 

鉄

炮

に

当

る

へ

き

か

と

存

、

遠

く

よ

り

見

候

に

付

て

の

 

 
 

事

ニ

候

と

申

上

、

又

一

 

御

前

を

被

立

候

跡

ニ

て

 

 
 

権

現

様

 
上

意

ニ

、

又

一

か

あ

の

大

口

ニ

て

ハ

同

役

と

も

と

 

 
 

中

の

悪

し

き

か

尤

也

、
と

御

側

衆

へ

被

遊

 

御

意

、
御

笑

ひ

 

 
 

な

さ

れ

候

と

な

り

 

 
 

 
 

 

大

猷

院

様

御

代

、

天

海

大

僧

正

御

伽

之

事

 

一

 

大

猷

院

様

御

代

、

天

海

大

僧

正

被

申

候

者

 

 
 

権

現

様

ハ

有

為

無

常

も

御

存

被

遊

 

台

徳

院

様

ニ

ハ

 

 
 

御

柔

和
ニ

被

成

御

座

候

付

、

右

 
御

両

代

に

ハ

、

物

も

申

上

よ

く 
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御

伽

も

致

し

安

き

如

く

お

も

ハ

れ

候

処

 

当

将

軍

様

に

は

 

 
 

御

発

明

に

て

、

御

理

屈

つ

よ

く

被

成

御

座

候

を

以

御

伽

い

た

し

 

 
 

な

か

ら

も

気

か

つ

ま

る

と

被

申

候

由

 

 
 

 
 

 

権

現

様

、

佐

竹

義

宣

ハ

律

義

な

る

も

の

と

有

 

 
 

 
 

 
上

意

之

事

 

一

 

権

現

様

、

駿

府

御

城

ニ

被

遊

御

座

候

節

、

御

伽

之

衆

中

、

誰

 

 
 

と

の

ハ

殊

之

外

律

義

な

る

人

に

て

候

と

の

咄

を

被

遊

 

 
 

御

聴

、

律

義

な

る

人

と

い

ふ

ハ

稀

な

る

も

の

也

、

我

等

此

年

 

 
 

に

成

候

へ

共

、
律

義

な

る

人

と

て

ハ

佐

竹

義

宣

よ

り

外

に

は

 

 
 

見

た

る

事

な

し

と

の

 

仰

候

付

、

御

伽

之

衆

い

つ

れ

も

合

点

 

 
 

不

仕

候

処

、

永

井

右

近

 

御

前

に

被

居

候

か

義

宣

を

左

様

ニ
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被

遊

 

御

意

候

ハ

如

何

様

之

子

細

を

以

て

の

 

思

召
ニ

御

座

候

哉

 

 
 

と

申

上

候

へ

ハ

、

其

方

な

と

も

存

候

こ

と

く

、

先

年

大

坂

に

於

 

 
 

て

石

田

治

部

と

七

人

の

大

名

共

と

出

入

之

儀

ニ

付

、

治

部

大

坂

 

 
 

を

立

退

、

我

等

を

頼

ミ

、

伏

見

へ

来

候

節

、

大

坂

よ

り

之

道

 

 
 

中

之

儀

ハ

義

宣

介

抱

し

て

つ

れ

上

る

、

其

後

石

田

、

佐

和

 

 
 

山

の

城

江

蟄

居

之

道

中

に

お

ゐ

て

、

大

名

共

云

合

せ

、

打

 

 
 

果

す

へ

き

と

の

風

説

に

付

、

三

河

守

に

道

中

見

送

り

 

 
 

を

我

等

云

付

た

る

、

と

の

義

を

義

宣

被

及

聞

、

治

部

を

 

 
 

大

名

に

打

果

さ

せ

て

ハ

其

身

の

一

分

不

相

立

と

有

り

て

 

 
 

道

中

へ

目

付

物

聞

を

附

置

、

一

左

右

次

第

ニ

馳

出

し

て

 

 
 

三

河

守

と

一

手

に

成

て

治

部

を

介

抱

い

た

す

べ

き

と

有

て
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上

下

と

も

に

軍

立

に

て

待

合

被

居

候

と

な

れ

ハ

、

律

義

人

之

 

 
 

実

仁

に

紛

れ

是

な

し

、

其

後

関

ヶ

原

一

戦

之

刻

も

大

坂

 

 
 

方

、

何

方

へ

も

不

附

し

て

被

居

候

を

以

、

心

底

ニ

如

在

な

き

と

 

 
 

ハ

思

ひ

な

か

ら

、

其

通

り

に

ハ

致

し

置

か

た

き

也

、

我

等

へ

一

味

 

 
 

に

て

、
関

ヶ

原

表

へ

出

勢

被

致

候

ハ

ヽ

、
朝

熊

も

先

祖

代

々

 

 
 

の

領

知

な

れ

ハ

水

戸

の

義

ハ

相

違

あ

る

ま

し

き

に

、

残

り

 

 
 

多

き

事

也

、

人

々

律

義

と

い

ふ

は

誉

た

る

事

に

て

、

随

分

 

 
 

能

き

事

な

れ

と

も

、

律

義

過

た

る

と

云

に

望

ミ

て

は

 

 
 

一

思

案

な

く

て

ハ

不

叶

義

也

、

と

 

上

意

之

由

也

 

 
 

 
 

 

大

坂

御

陳

之

時

、

将

軍

様

よ

り

御

軍

法

之

御

書

付

 

 
 

 
 

 

権

現

様

江

被

入

 

御

覧

之

事
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一
 

大

坂

御

陳

之

時

、

将

軍

様

よ

り

御

軍

法

之

御

書

付

 

 
 

本

多

上

野

介

を

以

被

入

 

御

覧

候

処

に

 

権

現

様

被

遊

 

 
 

御

意

候

ハ

 

将

軍

ニ

ハ

成

程

此

通

り

に

て

能

候

、

我

等

事

は

 

 
 

年

若

比

よ

（
頃
）

り

、

い

つ

の

軍

に

も

軍

法

の

書

付

を

出

し

た

る

 

 
 

事

ハ

是

な

し

、

子

細

ハ

、

軍

法

書

付

之

通

り

に

致

し

て

 

 
 

悪

敷

時

に

ハ

し

か

る

事

も

な

ら

す

、

又

軍

法

の

書

付

を

 

 
 

背

き

て

能

事

あ

れ

共

、

そ

れ

を

誉

め

て

ハ

云

出

し

た

る

 

 
 

法

か

立

ぬ

に

よ

り

、

時

の

見

合

次

第

に

し

て

、

埒

を

明

来

り 

 
 

た

る

事

也

、

と

被
 

仰

候

と

也

 

 
 

 
 

 

大

坂

夏

御

陳

之

時
 

将

軍

様

御

道

中

御

急

き

被

 

 
 

 
 

 

遊

候

付

 

権

現

様

御

機

嫌

不

宜

事
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一
 

大

坂

夏

御

陣

之

節

 

将

軍

様

江

戸

御

出

陣

に

先

達

て

 

 
 

上

杉

・

佐

竹

・

伊

達

・

松

平

上

総

介

殿

、

右

四

人

之

大

名

衆

何

れ

（
い
づ
れ
）

 

 
 

も

人

数

多

に

て

、

押

の

ほ

ら

れ

候

ニ

付

、

近

藤

勘

右

衛

門

を

 

 
 

御

使

ニ

て

、

何

れ

も

道

を

急

き

候

様

ニ

と

の

 

上

意

に

候

へ

 

 
 

と

も

、

大

軍

故

埒

明

不

申

候
ニ

付

、

箱

根

山

を

御

越

被

遊

候

て

ハ

 

 
 

段

々

と

先

勢

を

御

追

越

被

成

、

御

道

中

殊

之

外

御

急

き

 

 
 

被

遊

候

付

、

歩

行
ニ

て

御

供

之

御

番

衆

な

と

ハ

つ

ゝ

き

兼

、

御

膳

 

 
 

の

御

料

理

に

成

候

鳥

の

毛

を

も

馬

上

に

て

む

し

り

申

 

 
 

こ

と

く

有

之

候

、

*

去

に

依

て

、

伏

見

へ

早

々

御

着

被

遊

候

処

に

 

 
 

本

多

上

野

心

に

は

、

御

道

中

御

急

き

候

段

御

尤

成

御

事

と

 

 
 

被

存

候

付

、

其

趣

を

被

申

上

候

へ

ハ

 

権

現

様

被

遊
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御

聴

、

以

之

外

成

御

機

嫌

ニ

て

被

 

仰

出

候

ハ

、

将

軍

ニ

は

何

 

 
 

用

ニ

て

左

様

ニ

道

中

を

い

そ

か

れ

、

大

身

成

奥

州

大

名

共

 

 
 

を

跡

ニ

立

、

先

馳

を

ハ

被

致

候

哉

、

夫

に

ハ

不

及

義

也

と

の

 

 
 

上

意

に

て

、

翌

日

、

又

其

の

翌

日

も

御

持

病

気

之

由

被

 

 
 

仰

、

御

対

顔

無

御

座

候

と

な

り

 

 
 

 
 

 
権

現

様

、

京

都

御

立

被

遊

、

大

坂

御

立

懸

（
取
）

被

遊

候

節

之

事 

一

 

権

現

様

、

京

都

を

御

発

駕

被

遊

、

大

坂

へ

御

取

懸

被

遊

候

節

 

 
 

い

つ

れ

も

御

供

中

ニ

ハ

腰

兵

粮

計

ニ

て

事

済

へ

き

也

 

 
 

小

荷

駄

ニ

者

及

ふ

へ

か

ら

す

、
御

台

所

方

へ

白

米

三

升

・

（
斗
）

鰹

 

 
 

節

十

・

塩

鯛

一

ツ

と

味

噌

少

持

参

仕

候

様

被

 

仰

渡

候

付

、

又

 

 
 

大

御

所

様

之

御

功

者

た

て

を

被

 

仰

出

候

、

去

年

も

大

坂

表

ニ
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百

日

ほ

と

御

か

ゝ

り

被

成

候

も

の

を

、

と

さ

ゝ

や

き

申

し

候

と

也

 

 
 

 
 

 

大

坂

落

城

之

朝

、

権

現

様

ニ

者

御

持

旗

・

御

長

柄

 

 
 

 
 

 

等

、

住

吉

辺

へ

立

並

へ

可

申

旨

 

上

意

之

事

 

一

 

大

坂

落

城

之

朝

 

権

現

様

ニ

者

御

持

旗

・

御

長

柄

等

之

儀

者

 

 
 

住

吉

辺

ニ

立

な

ら

へ

候

や

う

に

と

被

遊

御

下

知

 

御

自

身

様

ニ

者

 

 
 

茶

色

の

御

羽

織

に

下

く

ゝ

り

の

御

袴

を

被

為

 

召

、

住

吉

と

 

 
 

城

と

の

間

に

有

る

く

の

（

マ

マ

）

木

林

の

内

に

、

山

駕

籠

に

被

為

 

 
 

召

被

遊

御

座

、

御

茶

を

被
 

召

上

候

と

て

、

松

平

右

衛

門

太

夫
江

 

 
 

被

 

仰

候

者

、

城

方

の

者

共

心

に

ハ

、

身

共

ハ

住

吉

に

ひ

か

へ

 

 
 

居

た

る

と

思

ふ

ニ

て

有

へ

し

、

も

は

や

軍

に

ハ

勝

た

る

も

の

 

 
 

な

れ

ハ

、

身

を

大

事

に

し

た

る

か

能

そ

と

有

る

 

上

意

ニ

て
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御

笑

ひ

被

遊

候

と

也

、

其

所

へ

安

藤

帯

刀

乗

来

り

て

、

馬

よ

り

 

 
 

下

り

 

御

前

に

て

合

戦

之

次

第

な

と

申

上

、

御

茶

弁

当

ニ

 

 
 

附

合

候

坊

主

衆

へ

む

か

ひ

、

身

共

何

そ

一

盃

給

度

と

被

申

候

へ

ハ 

 
 

坊

主

衆

聞

て

 

御

前

之

御

茶

碗

よ

り

外

無

之

与

な

り

 

 
 

帯

刀

き

か

れ

 

御

前

之

御

茶

碗

に

て

も

何

れ

跡

を

す

ゝ

 

 
 

き

て

置

た

ら

は

よ

さ

そ

ふ

な

こ

と

な

り

、

と

被

申

候

を

 

 
 

御

聴

被

遊

、

坊

主

衆

へ

被 

仰

候

ハ

、

帯

刀

か

の

ど

か

か

わ

く

と

云 

 
 

に

な

せ

早

く

の

ま

せ

ぬ

そ

、

ケ

様

之

時

、

上

下

の

へ

た

て

ハ

有

 

 
 

も

の

か

、

う

つ

け

め

か

、

と

の

 

上

意

に

て

御

叱

り

被

遊

候

と

也 

 
 

帯

刀

退

出

被

致

候

処

 
権

現

様

茶

臼

山

の

上

江

御

上

り

 

 
 

被

遊

候

節

、

谷

間

よ

り

鉄

砲

を

打

出

し

候

故

、

御

供

中

さ

ハ
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き

立

、

小

従

人

衆

三

人

か

け

付

、

鉄

砲

打

出

候

者

を

見

候

処

、

金 

 
 

笠

を

か

む

り

た

る

足

軽

壱

人

召

捕

へ

、

茶

臼

山

江

引

来

候

処

 

 
 

本

多

上

野

介

其

場

に

被

居

合

、

其

者

に

被

申

候

ハ

、

お

の

れ

は

 

 
 

誰

か

家

来

ニ

て

、

只

今

の

鉄

砲

を

ハ

何

と

て

放

し

候

そ

、

と

 

 
 

被

尋

候

得

ハ

、

私

義

ハ

本

多

上

野

介

足

軽

ニ

て

候

 

 
 

上

様

と

ハ

存

不

申

、

敵

と

存

候

て

放

し

か

け

候

、

と

申

候

を

 

 
 

上

野

介

き

か

れ

、

言

語

道

断

、

不

届

な

る

奴

め

か

な

、

と

被

申

候

を 

 
 

権

現

様

被

為

 

聴

、

小

従

人

衆

之

方

へ

御

向

ひ

被

成

、

放

し

て

 

 
 

や

れ

、

は

な

せ

〳
〵
と

の
 

上

意

ニ

付

、

追

放

し

に

被

致

候

時 

 
 

上

野

介

不

届

奴

之

儀

ニ

御

座

候

間

、

成

敗

可

仕

と

存

罷

在

候

処

 

 
 

御

意

を

以

御

助

ヶ

被

遊

、

冥

加

に

相

叶

ひ

た

る

奴

ニ

て

候

と

被

 



駿河土産 97 

 
 

申

上

候

得

ハ

、

我

等

本

道

を

差

置

、

脇

道

よ

り

来

り

、

旗

・

長

 

 
 

柄

等

茂

無

之

ゆ

へ

、

敵

と

思

ひ

た

る

ハ

理

り

也

、

あ

の

足

軽

に

 

 
 

科
（
と
が
）

は

な

し

と

の

 

上

意

に

有

之

候

と

也

、

右

小

十

人

衆

ハ

 

 
 

石

丸

庄

兵

衛

・

八

木

善

四

郎

・

田

中

市

兵

衛

と

申

三

人

に

て

 

 
 

有

之

と

也

、

御

直

な

る

御

事

の

よ

し

、

其

節

下

々

ニ

て

申

 

 
 

奉

り

候

と

也
 

 
 

 
 

 

大

坂

御

陣

七

日

之

朝

 

権

現

様

ニ

者

御

具

足

不

被

 

 
 

 
 

 

為

 

召

、

御

袴

ニ

而

被

成

御

座

候

事

 

一

 

大

坂

御

陣

七

日

之

朝

 

権

現

様

ニ

ハ

御

具

足

ハ

不

被

為

 

 
 

召

、

す

そ

く

ゝ

り

の

御

袴

に

茶

色

の

御

羽

織

を

被

為

 

 
 

召

、

被

成

御

座

候

所
江

、

藤

堂

和

泉

守

被

参

 

御

前

に

ハ

御

具

足 
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不

被

為 

召

候

哉

、

と

被

申

上

候

得

ハ

、

あ

の

秀

頼

の

若

年

も

の

を 

 
 

成

敗

申

付

る

と

て

、

我

等

の

具

足

な

と

が

い

る

も

の

ニ

て

候

哉

 

 
 

と

の
 

上

意

有

之

、

高

虎

 

御

前

を

被

立

候

以

後

、

松

平

 

 
 

右

衛

門

大

夫 

御

前

被

居

候
ニ

、

被 

仰

聞

候

ハ

、

和

泉

守

事

ハ

上

方 

 
 

も

の

ゆ

へ

、

下

心

を

見

せ

ぬ

様

に

と

お

も

ひ

て

、

今

の

や

う

に

 

 
 

挨

拶

を

ハ

し

た

る

也

、

実

は

年

寄

て

殊

之

外

下

腹

な

と

も

 

 
 

ふ

く

れ

候

ゆ

へ

、

具

足

な

と

を

着

て

ハ

馬

の

乗

り

下

り

も

 

 
 

な

ら

ぬ

ゆ

へ

、

具

足

は

着

さ

る

也

、

わ

か

き

時

と

ハ

大

き

に

 

 
 

違

ひ

た

る

事

也

 

 
 

 
 

 

大

坂

落

城

之

朝

、

京

都

東

山

豊

國

明

神

之

前

江

 

 
 

 
 

 

何

方

共

不

知

香

奠

包

銀

有

之

事
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一
 

大

坂

落

城

五

月

八

日

之

朝

、

秀

頼

生

害

之

由

、

京

都

東

山

 

 
 

豊

國

明

神

之

前

へ

、

何

方

よ

り

共

不

知

、

施

主

の

名

も

な

き

 

 
 

香

奠

之

包

銀

、

余

程

持

寄

て

有

之

候

風

聞

ニ

て

、

諸

司

（
所
）

 

 
 

代

よ

り

見

分

を

遣

し

、

吟

味

之

上

其

趣

達

 

上

聴

候

（
聞
）

処

 

 
 

権

現

様

被
 

仰

候

ハ

、

在

世

の

時

、

智

仁

勇

の

三

徳

兼

備

た

 

 
 

る

人

な

ら

て

ハ

死

後

ニ

神

と

い

わ

ゐ

（

斎

）

候

事

ハ

な

ら

さ

る

筈

之

 

 
 

義

也

、

と

有

 
仰

に

て

、

太

閤

之

影

像

の

束

帯

を

取

り

 

 
 

坊

主

に

被

成

、
其

節

社

頭

之

儀

も

悉

く

取

こ

ほ

ち

て

、
跡

は

 

 
 

は

き

地

に

可

被

 

仰

付

、

と

有

之

候

処

、

北

の

政

所

よ

り

、

崩

れ

 

 
 

次

第

に

な

し

置

れ

被

下

度

、

と

の

願

に

付

、

其

通

り

被

 

 
 

仰

付

候

と

な

り
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敵

祖

の

廟

を

立

置

不

申

と

有

ハ

、

異

国

本

朝

共

に

 

 
 

 
 

定

り

た

る

事

と

也

 

 
 

 
 

 

将

軍

様

、

大

坂

表

之

儀

埒

明

、

江

戸

表

江

 

 
 

 
 

 

還

御

ニ

付

、

御

隠

密

之

事

 

大

御

所

様

へ

御

伺

之

事

 

一

 

大

坂

表

之

儀

埒

明

 

両

御

所

様

 

御

参

内

等

之

御

 

 
 

規

式

も

相

済

候

付

、

近

日

駿

府

・

江

戸

へ

還

御

可

被

遊

旨

 

 
 

被

 

仰

出

候

砌

、
何

事

や

ら

ん

 

将

軍

様

よ

り

御

老

中

方

を

 

 
 

以

、

御

伺

被

遊

候

儀

有

之

、

二

条

の

御

城

へ

伺

公

被

致

候

へ

ハ

 

 
 

御

前

江

被

 

召

出

 
権

現

様

御

直

ニ

被

 

仰

聞

候

ハ

、

只

 

 
 

今

迄

之

儀

ハ

、

粗

々

（
あ
ら
あ
ら
）

思

ひ

よ

り

有

之

付

、

万

端

之

儀

 

 
 

将

軍

よ

り

相

談

あ

ら

れ

候

ゆ

へ

、

相

応

之

返

答

に

及

ひ
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た

る

事

也

、

自

今

以

後

之

儀

ハ

、

大

細

事

と

も

に

 

 
 

将

軍

の

了

簡

次

第

に

可

被

致

事

也

、

駿

府

へ

相

談

に

は

 

 
 

及

不

申

候

、

此

上

ハ

た

と

ひ

為

相

談

被

申

越

候

共

、

其

挨

拶

ニ

は

 

 
 

及

間

敷

旨

 

将

軍

に

も

此

趣

申

達

、

い

つ

れ

も

左

様

に

 

 
 

心

得

候

様

ニ

、

と

被

 

仰

渡

候

と

也

 

 
 

 
 

右

之

通

之
 

上

意

ニ

付

、

其

以

後

之

儀

ハ

、

於

江

戸

表

相

 

 
 

 
 

替

る

被

 
仰

出

な

と

有

之

節

ハ

、

江

戸

御

老

中

方

よ

り

 

 
 

 
 

駿

府

御

老

中

方

迄

、

自

分

し

ら

せ

の

こ

と

く

に

被

申

上 

 
 

 
 

事

済

候

と

也

 

 
 

 
 

 

伊

勢

御

師

戸

部

大

夫

、

家

内

闕

所

、

入

牢

之

事

 

一

 

伊

勢

の

御

師

（

お

し

）

戸

部

大

夫

事

は

、

太

閤

已

来

秀

頼

の

御

師
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な

り

、

依

之

大

坂

御

陣

之

節

 

御

当

家

 

御

父

子

を

調

伏

 

 
 

仕

候

と

之

趣

相

知

候

付

、
其

節

之

山

田

奉

行

日

向

半

兵

衛

・

中

野

 

 
 

内

蔵

允

、

両

人

方

よ

り

吟

味

を

懸

候

処

、

実

正

ニ

付

家

内

 

 
 

闕

所

被

申

付

、

其

身

入

牢

申

付

、

御

仕

置

之

儀

駿

府

へ

相

 

 
 

伺

候

処

 

権

現

様

 

上

意

に

、

夫

は

奉

行

共

の

心

得

 

 
 

違

に

て

、

無

理

成

申

付

様

と

被

 

思

召

候

、

秀

頼

運

を

被

 

 
 

開

候

様
ニ

と

祈

祷

を

す

る

ハ

、

戸

部

に

ハ

似

合

た

る

事

也

、

早

々

 

 
 

出

牢

申

付

、

闕

所

い

た

し

候

諸

色

、

無

相

違

返

し

遣

候

様

ニ

と

 

 
 

被

 

仰

出

候

と

也

 

 
 

 
 

 

増

田

（

ま

し

た

）

右

衛

門

・

高

力

左

近

江

御

預

候

事

 

一

 

大

坂

五

奉

行

之

内

、

増

田

右

衛

門

尉

儀

ハ

関

ヶ

原

御

陳

以

後

、

高

力 
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左

近

江

御

預

ケ

、

武

州

岩

附

に

（
槻
）

被

差

置

候

と

也

、

右

衛

門

尉

忰

 

 
 

兵

太

夫

義

は

、

冬

御

陣

之

節

ハ

 

将

軍

様

御

人

数

之

内

に

 

 
 

相

加

り

、

大

坂

表

江

罷

在

候

処

、

御

陳

中

寄

手

の

宜

敷

噂

を

 

 
 

聞

候

て

ハ

に

か

り

た

る

顔

立

を

い

た

し

、

少

に

て

も

城

方

宜

義

 

 
 

を

承

候

而

、

御

悦

喜

仕

候

と

有

之

義

を

御

和

談

以

後

、

駿

府

に

 

 
 

於

て

 

御

聴

に

達

し

た

る

人

有

之

候

と

也

 

 
 

権

現

様

 

御

意

に

ハ

、

そ

れ

ハ

近

頃

寄

特

（
奇
）

成

心

入

か

な

、

流

石

 

 
 

増

田

の

子

ほ

と

有

と

迄

の

 

仰

に

て

、

何

之

御

咎

も

無

之

 

 
 

夏

陳

ニ

も

其

侭

牢

人

に

て

居

候

へ

ハ

、

か

ろ

く

も

被

 

召

出

、

親

 

 
 

右

衛

門

御

預

之

儀

を

ゆ

る

や

か

に

可

被 

仰

付

と

の 

思

召

に

有

之 

 
 

処

に

、

夏

陳

之

節

ハ

大

坂

ニ

罷

越

、

秀

頼

之

家

来

に

在

付
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長

曽

我

部

宮

内

へ

合

宿

仕

、

五

月

七

日

、

藤

堂

和

泉

守

備

先
（
前
） 

 
 

へ

向

ひ

、

は

れ

な

る

討

死

を

遂

候

付

、

親

右

衛

門

義

も

後

日
ニ

至

り 

 
 

岩

附

ニ

て

切

腹

被

 

仰

付

候

と

也

 

 
 

 
 

 

駿

府

ニ

而

御

夜

話

之

節

、

織

田

三

七

郎

切

腹

之

時

 

 
 

 
 

 
辞

世

御

咄

之

事

 

一

 

大

坂

御

陳

以

後

、

駿

府

に

て

、

或

時

ハ

御

近

習

衆

江

 

 
 

権

現

様

被

 

仰

聞

候

ハ

、

恩

を

得

た

る

主

人

、

又

ハ

主

の

子

共

 

 
 

な

と

へ

つ

ら

く

当

り

た

る

も

の

ハ

当

分

仕

合

よ

く

、

別

条

 

 
 

な

き

と

て

も

、

子

孫

に

至

り

其

む

く

ひ

ハ

の

か

れ

さ

る

と

 

 
 

お

も

ハ

る

ゝ

、
子

細

ハ

織

田

三

七

郎

信

孝

切

腹

の

辞

世

歌

に

 

 
 

 

む
か
し
よ
り
主
を*

う
つ
ミ
の
野
間
な
れ
ハ
む
く
ゐ
を
待
や
羽
柴
筑
前 
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と

よ

み

お

か

れ

た

る

と

の

義

ハ

、

其

時

分

よ

り

我

等

な

と

も

聞

 

 
 

及

ひ

居

た

る

こ

と

な

る

に

、

今

度

大

坂

に

て

秀

頼

生

害

ハ

八

日

 

 
 

な

れ

と

も

、

豊

臣

家

の

亡

ひ

た

る

と

云

ハ

七

日

な

り

、

右

野

間

の

 

 
 

内

海

に

て

信

耆

切

（
孝
ヵ
）

腹

と

云

も

五

月

七

日

之

由

な

れ

ハ

、
不

思

 

 
 

儀

な

る

事

ニ

て

ハ

な

き

か

 

と

の

 

上

意

の

よ

し

な

り

 

 
 

 
 

 

太

閤

之

代

に

、

大

角

与

左

衛

門

と

云

者

成

立

之

事 

一

 

太

閤

之

代

に

、

台

所

に

て

魚

鳥

な

と

を

洗

ひ

候

下

男

を

取

 

 
 

立

料

理

人

に

被

申

付

、

其

後

料

理

人

の

頭

と

成

、

秀

頼

の

代

に

 

 
 

成

て

ハ

台

所

頭

と

成

、

爰

へ

も

か

し

こ

へ

も

差

出

飛

廻

り

た

る

 

 
 

者

に

大

角

与

左

衛

門

と

申

者

有

之

、

此

与

左

衛

門

、

逆

心

い

た

し

 

 
 

五

月

七

日

に

至

り

、

我

か

手

下

の

も

の

共

に

申

付

、

大

台

所

江
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火

を

附

さ

せ

、

右

逆

意

之

働

を

御

奉

公

に

（
行
）

申

達

、

御

旗

本

ニ

被

 

 
 

召

出

候

様

ニ

願

ひ

居

申

候

内

、

煩

付

相

果

候

と

の

義

を

 

 
 

権

現

様

被

遊

 

御

聞

、

大

角

め

か

事

ハ

去

年

和

談

之

節

、

母

 

 
 

義

方

よ

り

の

使

と

し

て

、

茶

臼

山

江

茂

来

り

た

る

者

也

 

 
 

元

来

下

男

上

り

と

ハ

云

な

か

ら

、

太

閤

の

恩

を

得

た

る

 

 
 

奴

、

恩

し

ら

す

の

不

届

も

の

、

に

く

き

奴

、

と

の

 

上

意

成

 

 
 

し

と

な

り

 

 
 

 
 

 

井

伊

掃

部

頭

（
か
も
ん
の
か
み
）

家

来

三

人

ニ

て

相

討

と

い

ふ

義

ニ

付

 

 
 

 
 

 

権

現

様

 
上

意

之

事

 

一

 

大

坂

御

陳

已

後

、

駿

府

に

お

ゐ

て

、

御

側

衆

の

中

よ

り

去

 

 
 

五

月

六

日

、

若

江

村

に

お

ゐ

て

井

伊

掃

部

頭

家

来

之

侍
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三

人

ニ

て

敵

を

討

取

、

三

人

相

討

と

有

之

付

、

掃

部

頭

、

委

細

 

 
 

遂

吟

味

候

へ

ハ

、

両

人

相

討

与

極

り

、

内

壱

人

の

申

口

相

違
ニ

付 

 
 

掃

部

頭

不

興

い

た

し

、

仕

置
ニ

申

付

候

由

被

申

上

候

ヘ

ハ

、

其

後
者 

 
 

鬼

角

之
 

仰

も

無

之

、

い

つ

れ

も

聞

置

候

へ

、

惣

し

て

物

 

 
 

こ

と

に

余

計

と

云

事

な

く

、

切

詰

た

る

こ

と

く

な

る

ハ

よ

ろ

し

 

 
 

か

ら

す

、

就

中

武

備

な

と

の

義

ハ

、

猶

以

余

計

の

有

る

か

 

 
 

よ

き

也

、

子

細

は

、

織

田

信

長

い

ま

た

小

身

の

時

、

佐

々

成

政 

 
 

と

前

田

利

家

と

両

人

に

て

敵

壱

人

を

突

倒

し

、

成

政

・

 

 
 

利

家

に

向

ひ

、

其

方

敵

を

突

倒

さ

れ

た

る

儀

な

れ

ハ

、

首

 

 
 

を

取

ら

れ

候

へ

と

な

り

、

利

家

聞

て

、

我

等

ハ

敵

を

倒

し

 

 
 

た

る

と

云

ま

て
ニ

て

、

鑓

合

之

儀

ハ

其

元

な

れ

ハ

、

首

ハ

其

元

取
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ら

れ

よ

、

と

有

之

、

互

に

辞

退

之

所

へ

、

柴

田

権

六

も

馳

付

、

左 

 
 

様

両

人

辞

退

之

首

な

ら

ハ

、

中

に

て

我

等

申

請

へ

し

、

と

云

 

 
 

て

首

を

あ

け

、

我

等

高

名

の

証

拠

の

た

め

、

両

人

も

来

り

 

 
 

被

申

よ

、

と

て

三

人

同

道

し

て

信

長

の

前

に

於

て

、

権

六

 

 
 

申

候

ハ

、

此

二

人

に

て

敵

を

突

倒

し

、

首

を

と

れ

、

取

る

ま

し

き 

 
 

と

て

申

合

候

所

へ

参

り

か

ゝ

り

、

首

を

ハ

私

取

て

参

り

候

、

と

 

 
 

申
候
へ
ハ
、
信
長
被
聞
、
三
人
と
も
に
大
き
に
賞
美
被
致
候
由
、
右
三
人 

 
 

共

に

武

備

ニ

余

計

有

故

也

、

と

の

 

上

意

ニ

候

と

也

 

 
 

 
 

右

之 

上

意

を

承

り

伝

へ

、

相

考

へ

見

候

へ

ハ

、

相

討

な

と

 

 
 

 
 

を

い

た

し

て

、

先

後

を

論

し

申

様

成

事

ハ 

権

現

様

の 

 
 

 
 

思

召

に

ハ

相

叶

申

間

敷

ニ

て

候
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権

現

様

御

不

例

之

節

、

松

平

肥

前

守

・

松

平

 

 
 

 
 

 

薩

摩

守

・

松

平

陸

奥

守

江

御

腰

物

被

下

 

 
 

 
 

 

上

意

之

事

 

一

 

権

現

様

、

駿

府

に

て

御

不

例

之

節

 

将

軍

様

ニ

も

御

側

 

 
 

に

被

遊

御

座

、

御

純

張

（

マ

マ

）

の

際

へ

松

平

肥

前

守

・

松

平

薩

摩

守

 

 
 

松

平

陸

奥

守

、

右

三

人

の

衆

を

被

為

 

召

、

各

江

正

宗

作

 

 
 

之

御

腰

物

を

一

様

に

被

下

之

、

其

上

ニ

而

、

此

已

後

北

国

筋

に

 

 
 

何

変

之

儀

も

有

之

節

ハ

、

肥

前

守

、

西

国

筋

ニ

異

変

も

 

 
 

有

之

ハ

、

薩

摩

守

、

奥

筋

之

儀

ハ

陸

奥

守

江

御

任

せ

お

か

れ

候

 

 
 

之

間

、

各

受

取

ニ

被

致

、

静

謐

之

沙

汰

を

取

計

ひ

可

申

旨

 

 
 

被

仰

渡

候

と

也

、

右

三

人

退

出

の

後

、

松

倉

豊

後

守

・

堀

丹

後

守
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市

橋

下

総

守

・

桑

山

左

衛

門

佐

・

別

所

孫

三

郎

五

人

を

被

為 

 
 

召
 

将

軍

様

江

御

引

合

せ

被

遊

、

此

五

人

の

者

、

只

今

ま

て

御

 

 
 

奉

公

申

上

、

其

上

大

坂

・

大

和

口

表

に

お

ゐ

て

、

能

働

候

 

 
 

将

軍

に

も

左

様

御

心

得

可

被

成

御

座

候

と

也

、

五

人

と

も

に

泪

 

 
 

を

流

し

、

有

か

た

く

存

候

と

也

、

其

後

別

所

に

も と

有

 

 
 

上

意

に

て

、

此

も

の

ハ

小

身

な

れ

と

も

や

さ

し

き

言

葉

 

 
 

を

遣

ひ

、

此

以

後

も

用

ニ

立

も

の

也

、

と

 

上

意

被

遊

候

へ

ハ

 

 
 

別

所

大

こ

え

に

な

き

出

し

候

と

也

 

 
 

 
 

右

之

 

上

意

ニ

付

、

其

砌

ハ

加

賀

・

薩

摩

・

陸

奥

の

三

 

 
 

 
 

家

を

ハ

外

様

三

家

衆

と

触

候

也

、

薩

摩

守

の

家

ニ

ハ

 

 
 

 
 

右

拝

領

之

御

腰

物

・

由

緒

書

の

表

に

 

権

現

様
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上

意

之

趣

も

書

記

し

有

之

由

也

、

加

賀

・

陸

奥

の

両

 

 
 

 
 

家

に

も

其

節

拝

領

の

由

申

伝

、

正

宗

之

刀

有

之

候

へ

共

 

 
 

 
 

上

意

之

留

書

と

て

ハ

無

之

と

也

、

且

又

別

所

孫

三

郎

 

 
 

 
 

と

申

し

た

る

仁

之

儀

ハ

、

右

之

節

二

千

五

百

石

之

知

行

高
ニ

て 

 
 

 
 

候

也

、
大

和

口
ニ

お

ゐ

て

御

味

方

い

つ

れ

も

懸

不

被

申

候

処

 

 
 

 
 

別

所

一

人

馬

を

乗

廻

し

、

筑

柴

陣

（
紫
）

之

時

、

尾

藤

か

仰

 

 
 

 
 

附

た

る

を

以

太

閤

勘

道

被

致

候

、

懸

り

に

く

き

敵

に

懸

 

 
 

 
 

る

こ

そ

御

奉

公

な

れ

、
ケ

様

ニ

申

そ

れ

か

し

な

と

ハ

、
馬

 

 
 

 
 

壱

疋

の

仕

合

な

れ

ハ

思

ふ

や

う

に

な

ら

す

、

無

念

の

 

 
 

 
 

至

り

也

、

か

ゝ

れ

〳
〵
皆

此

奥

な

る

事

そ

と

云

の

ゝ

し

り

 

 
 

 
 

て

馳

め

く

り

被

申

候

由

、

此

趣

 

上

聴

に

（
聞
）

達

し

、

右

之
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上

意

有

之

候

哉

、

と

沙

汰

仕

候

也

 

 
 

 
 

 

権

現

様

、

御

不

例

之

砌

、

板

倉

内

膳

正

江

被

 

 
 

 
 

 

仰

候

趣

之

事

 

一

 

権

現

様

、

駿

府

被

成

御

座

候

節

、

御

不

例

之

砌

、

板

倉

内

膳

正

江

 

 
 

御

身

後

之

儀

共

を

被

 

仰

出

候

と

て

、

我

等

廟

所

を

 

 
 

将

軍

よ

り

被

申

付

に

お

ゐ

て

ハ

、

始

祖

之

廟

な

れ

ハ

と

て

 

 
 

義

を

以

て

定
而

作

事

等

、

結

構

可

被

申

付

候

へ

共

、

夫

ハ

無

用

之 

 
 

事

ニ

候

、

我

等

子

孫

に

至

り

、

代

々

と

も

に

始

祖

之

廟

に

 

 
 

増 （
優
）

ら

ぬ

や

う

に

と

有

、

勘

弁

の

為

に

も

有

之

間

、

其

心

得

 

 
 

を

以

、

軽

き

宮

居

ニ

致

置

れ

候

様

ニ

と

の

 

上

意

ニ

而

御

他

 

 
 

界

以

後

、

於

江

戸

 

将

軍

様

江

其

段

、

内

膳

正

被

申

上

候

処
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御

尤

成

 

仰

ニ

候

と

有

之

候

へ

と

も

、

余

り

に

軽

い

き

 

 
 

御

宮

居

と

有

る

ハ

如

何

な

れ

ハ

、
大

概

結

構

成

 

御

宮

居

と

 

 
 

見

へ

候

こ

と

く

、

御

普

請

懸

り

之

衆

中

江

申

談

候

様

ニ

と

被

 

 
 

仰

出

、

最

前

之

 

御

宮

者

出

来

候

と

也

、

其

後

寛

永

三

年

 

 
 

に

至

り

 
御

父

子

様

共

に

 

御

上

洛

被

遊

候

御

留

守

に

於

て

 

 
 

御

台

様

御

病

気

被

為

附

候

段

、

京

都

へ

相

聞

候

付

、

駿

河

 

 
 

大

納

言

忠

長

公

御

看

病

之

た

め

御

暇

ニ

て

、

御

下

向

候

処

 

 
 

御

快

全

（

快

然

）

無

御

座

、

九

月

十

五

日

御

薨

去

被

遊

候

付

、

於

増

上

寺

 

 
 

御

法

事

等

之

儀

も

、

忠

長

公

御

差

図

被

遊

候

内

に

 

 
 

御

父

子

様

と

も

に

被

遊

 

還

御

 

御

廟

所

御

霊

屋

に

 

 
 

御

普

請

之

儀

共

忠

長

公

之

御

請

懸

り

と

罷

成

候

付

、
思

召

之
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侭

に

結

構

御

普

請

出

来

仕

候

と

也

、

同

九

年

正

月

廿

四

日

 

 
 

台

徳

院

様

御

他

界

被

遊

候

節

、

御

霊

屋

御

普

請

等

之

儀

 

 
 

崇

源

院

様

之

御

霊

屋

よ

り

見

増

り

候

様

ニ

仕

立

可

申

旨

 

 
 

上

意

に

て

只

今

の

如

く

な

る

御

仏

殿

ハ

出

来

仕

候

と

な

り

 

 
 

此

御

仏

殿

と

見

合

候

得

ハ

、

日

光

山

ニ

御

建

被

遊

た

る

 

 
 

東

照

宮

之

御

社

ハ

、

殊

之

外

手

浅

く

相

見

候

付

 

 
 

御

宮

御

建

直

し

と

ハ

無

之

、

御

修

復

と

有

之

趣

ニ

て

、

惣

 

 
 

奉

行

之

儀

ハ

秋

元

但

馬

守

江

被

 

仰

付

候

、

則

 

 
 

御

宮

御

修

復

ニ

付

而

之

御

入

用

ニ

ハ

御

い

と

ひ

無

御

座

候

間

、

随

 

 
 

分

と

手

を

込

メ

 

台

徳

院

様
 

御

霊

屋

ニ

見

増

り

候

様

 

 
 

と

の

 

被

仰

出

有

之

候

と

也

、

去

ル

に

依

て

、

右

御

修

復

之

御
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入

用

七

拾

万

両

之

由

也

 

 
 

 
 

右

之

次

第

ニ

て

 

御

代

々

御

霊

屋

之

結

構

ニ

有

之

 

 
 

 
 

其

始

り

ハ

駿

河

大

納

言

殿

之

御

物

数

寄

（

も

の

ず

き

）

よ

り

起

り

た

る

 

 
 

 
 

事

の

よ

し

な

り

 

 
 

 
 

 
岡

崎

御

城

ニ

而

*

御

敵

対

申

候

門

徒

四

ヶ

寺

之

事

 

一

 

権

現

様

 
岡

崎

の

御

城

ニ

被

遊

御

座

候

節

、
御

敵

対

申

上

候

 

 
 

門

徒

四

ヶ

寺

と

申

ハ

 

 
 

 
 

針

崎

 

松

万

寺
 

 

出 （
土
）

呂

 

禅

秀

寺

 
 

佐

崎

 

浄

宮

寺

 

 
 

 
 

野

本

 

本

證

寺
 

 

此

四

ヶ

寺

也

 

 
 

 
 

 

御

長

柄

持

八

王

寺

ニ

而

被

 

召

抱

候

事

 

一

 

権

現

様

 

天

正

十

八

年

、
関

東

御

入

国

之

砌

、
此

已

後

御

陣
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御

上

洛

之

節

、
御

長

柄

を

か

つ

き

御

供

仕

候

中

間

衆

之

儀

は

 

 
 

武

州

之

内

八

王

寺

ニ

お

ゐ

て

、
五

百

人

新

抱

ニ

被

遊

候

、
小

身

 

 
 

な

る

甲

州

衆

を

以

、

其

頭

ニ

被

 

仰

付

候

也

、

夫

迄

之

御

領

知

 

 
 

之

儀

ハ

御

本

国

三

河

を

初

、

悉

く

上

り

候

中

に

、

甲

州

の

 

 
 

上

り

候

領

を

殊

之

外

御

残

念
ニ

被

 

思

召

候

由

、

其

節

御

家

中
ニ

 

 
 

お

ゐ

て

も

沙

汰

仕

候

と

也

、

八

王

寺

之

儀

ハ

甲

州

境

目

之

 

 
 

儀

ニ

も

有

之

付

、

自

然

之

時

之

御

手

遣

ひ

の

た

め

と

有

る

 

 
 

を

以

て

、

右

之

御

長

柄

同

心

之

儀

ハ

、

近

所

之

儀

に

も

有

之

 

 
 

ニ

付

、

郡

内

之

村

々

へ

立

入

、

絹

類

を

初

め

其

外

甲

州

 

 
 

よ

り

出

候

諸

色

之

儀

ハ

、

右

御

長

柄

之

者

共

、

中

買

を

仕

 

 
 

江

戸

表

江

持

出

、

売

買

仕

る

如

く

在

之

候

処

ニ

、

慶

長

五

年
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関

ヶ

原

御

一

戦

已

後

ハ

、

天

下

御

一

統

ニ

候

故

、

町

人

と

も

 

 
 

仕

業

と

成

、

御

長

柄

之

者

共

の

売

買

ハ

相

止

候

と

也

、

右

者

 

 
 

長

柄

鑓

五

百

本

と

相

定

り

候

節

、

夫

迄

之

御

長

柄

鑓

の

 

 
 

立

場

と

ハ

模

様

違

候

と

の

取

沙

汰

ハ

有

之

候

へ

共

、

其

比 （
頃
） 

 
 

御

出

陣

と

申

事

も

無

之

ニ

付

、

誰

も

不

及

候

所

、

関

ヶ

原

 

 
 

表

に

お

ゐ

て

九

月

十

五

日

御

一

戦

之

前

日

、

明

日

御

一

戦

 

 
 

之

刻

、

御

旗

・

御

長

柄

等

之

立

配

り

所

、

並

御

使

番

・

御

目

付

 

 
 

中

之

備

場

と

も

に

被
 

仰

出

候

と

也

、

其

後

大

坂

御

陣

 

 
 

之

時

、

御

旗

本

備

之

模

様

之

儀

ハ

、

先

年

関

ヶ

原

表

ニ

て

 

 
 

の

こ

と

く

可

被

 

仰

付

哉

、

と

二

条

之

御

城

に

於

て

、

本

多

 

 
 

上

野

介

被

相

伺

候

処

、

其

方

ハ

天

下

分

ヶ

目

の

合

戦

も
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秀

頼

を

成

敗

申

付

候

も

、

同

様

ニ

心

得

候

哉

、

今

度

我

等

旗

 

 
 

本

之

備

作

法

式

の

可

入

子

細

に

あ

ら

す

、

平

押

に

出

し

寄

 

 
 

味

方

の

諸

人

何

様

ニ

成

共

居

度

様

に

居

よ

と

、

云

付

よ

、

と

 

 
 

の

 
上

意

ニ

て

御

笑

ひ

被

遊

候

と

也

、

然

者

関

ヶ

原

ニ

於

て

 

 
 

只

一

度

な

ら

て

ハ

 

権

現

様

関

東

 

御

入

国

以

後

 

 
 

御

工

夫

被

遊

た

る

御

旗

本

備

之

模

様

を

見

申

た

る

も

の

は

 

 
 

無

之

と

也

 

 
 

 
 

 

江

戸

御

蔵

米

多

過

候

段

、

御

勘

定

方

よ

り

申

上

候

付

 

 
 

 
 

 

権

現

様

御

不

興

之

事

 

一

 

権

現

様

御

代

、

江

戸

御

蔵

米

之

納

、

多

過

候

故

、

欠

米

等

も

 

 
 

多

く

、
其

上

諸

国

御

代

官

所

よ

り

御

当

地

迄

之

運
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送

の

御

失

却

も

有

之

、

旁

以

御

費

に

御

座

候

間

、

江

戸

御

 

 
 

米

蔵

之

俵

数

を

御

へ

ら

し

被

遊

候

ハ

ヽ

、

大

分

之

御

徳

用

 

 
 

た

る

へ

き

旨

、

御

勘

定

方

ニ

て

被

相

考

、

其

趣

を

御

勘

定

 

 
 

頭

衆

よ

り

被

申

上

候

へ

ハ

、

以

之

外

御

機

嫌

宜

し

か

ら

す

し

て

、

被 

 
 

仰

出

候

ハ

、

蔵

入

米

数

多

く

候

へ

ハ

、

欠

米

も

多

く

我

等

 

 
 

損

と

有

事

ハ

兼

て

知

り

た

る

事

な

れ

共

、

万

一

の

義

も

 

 
 

出

来

、

遠

国

之

米

穀

当

地

へ

運

送

之

成

兼

候

如

く

の

義

 

 
 

も

有

之

時

ハ

、

当

地

の

米

の

直

段

な

と

も

高

値

ニ

成

、

諸

方

 

 
 

よ

り

集

り

居

た

る

江

戸

中

の

諸

人

、

食

物

に

難

義

い

た

す

 

 
 

様

成

事

も

な

く

て

ハ

不

叶

、

左

様

之

節

之

入

用

の

た

め

 

 
 

を

考

へ

思

ふ

ニ

付

、

蔵

米

を

ハ

多

く

詰

め

置

す

る

義

な

り
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平

勘

定

之

者

ハ

其

通

り

、

も

は

や

天

下

の

勘

定

頭

共

云

 

 
 

る

ゝ

も

の

な

と

ハ

、
か

様

之

儀

を

我

等

の

為

也

と

云

聞

す

る

 

 
 

こ

と

く

の

義

か

有

物

か

と

の

 

上

意

に

て

、
殊

之

外

御

叱

り

 

 
 

遊

さ

れ

る

と

也

 

     *

大

尾

 


